
第
八
編
産
業
・
経
済

第
二章

工
業

第
一
節
味
噌
・
醤
油
醸
造
業

二
葉
醸
造
場

滝
川
最
初
の
味
噌
・
醤
油
醸
造
元
は、
明
治
二
十
七
年
の

二
葉
栄
三
郎
で
あ
る
。
屯
田
兵
と
し
兵
村
東
二
丁
目
一三
六
番
地
に
入
植
し
た

が
、
開
墾
農
事
に
不
向
き
の
点
も
考
え、
父
の
指
導
を
受
け
醸
造
を
始
め
た
。

大
正
二
年
兵
村
通
り
一
丁
目
に
移
転
規
模
拡
張
し
営
業、
商
標
「旭」

の
名

で
知
ら
れ、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
各
種
企
業
整
備
の
国
策
に
応
じ
、
昭
和
十
七

年
を
も
っ
て
廃
業
し
て
い
る
。

進
藤
醸
造
場

粟
井
醸
造
場

明
治三
十
九
年三
月
、
粟
井
新
作
は
本
町
四
丁
目
に
、
味

噌
醤
油
醸
造
場
を
創
設、
商
標
令
を
も
っ
て
広
く
管
内
に
知
ら
れ
た
。

な
お、
味
噌
・
醤
油
を
造
る
「杜
氏」
の
第
一
号
は、
粟
井
醸
造
部
に
働
い

て
い
た
南
部
外
吉
で、
雨
竜
商
会、
河
内
醸
造
店
の
創
業、
そ
の
他、
管
内
町

村
で
指
導
を
受
け
た
者
数
多
く、
昭
和二
十
八
年
廃
業
ま
で
尽
力
し
た
。

大
正
七
年
六
月
、
河
内
平
次
郎
は、
楓
通
り
北
五
丁
目
に

て
創
業、
全
味
噌
、
舎
醤
油
と
し
て
知
ら
れ
る。

滝
川
味
噌
・
醤
油
製
造
状
況

種醬

味
噌 別 年
度

醬
油

味
噌 別 年
度

五三七石

八、〇七三貫

製
造
高

大
正
四
年

六空
石

八、六〇〇貫

製
造
高

明
治
四
三
年

九、四八六円

三
二、〇一八円

格

二、五
三円

三、五八〇円

格

六〇七石

一五、四八一貫

製
造
高

大
正
五
年

六空
石

七、六〇〇貫

製
造
高 明
治四
四
年二、五三

円

四、〇三五円

価
格

三、五七
円

一、九〇〇円

価
格

<
道
産
>

一三、五三〇円

四、四五六円

格

大
正
六
年

六三
石

七、八五八貫

製
造
高六一五石

一五、九三
貫

製
造
高

価 価

大
正
元
年九、九三八円

一、六九六円

格

明
治
三
十
六
年、
進
藤
孝
が
醸
造
業
を
始
め
る
。

虎
谷
醸
造
店

大
正
十
一
年
七
月、
虎
谷
宗
平
江
部
乙
に
て
呉
服
太
物
商

を
兼
ね
醸
造
業
を
始
め、
昭
和
十
二
年
虎
谷
宗
仁
、
十
二
丁
目
通
り
に
独
立
し

て
味
噌
醤
油
の
醸
造
を
す
る
。

第
二
節

酒
造
業

高
畑
酒
造
店

滝
川
最
初
の
酒
造
店
は、
明
治二
十
二
年
九
月
高
畑
利
宜

で、
銘
酒
「
神居
川
」
と
し
て
上
川
・永
山
方
面
に
も
販
路
を
も
っ
て
い
た

が
、
駅
通
所
取
扱
人
・
郵
便
局
・
酒
屋
・
煙
草
屋
等
と
あ
ま
り
に
も
手
広
く
事

業
を
拡
げ、
し
か
も
使
用
人
ま
か
せ
の
営
業
で
あ
っ
た
た
め、
莫
大
な
負
債
が
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<
町
勢
要
覧
>

昭
二
四
年
北
海
生
産
株
式
会
社
・
前
田
醸
造
部
が
滝
川
町
に
あ
っ
た。

※
物
価
大
正
五
年
味
噌
一
貫
二
五
円
、
醬
油
一
石
三
五
円

種

油

価 価

河
内
醸
造
場



で
き
、
つ
い
に
明
治二
十
七
年
十
一
月、
札
幌
の
後
藤
半
七
に
譲
渡
し
た
。

今
酒
造
店

今
百
太
郎
は、
明
治二
十
七
年
十
一
月、
後
藤
半
七
代
人

と
し
て
空
知
太
に
来
住
し
、
高
畑
酒
造
店
の
後
を
受
け
て
酒
造
業
を
始
め
た
。

当
時
の
顧
客
は
お
お
む
ね
付
近
の
農
民
で
あ
り、
酒
と
農
産
物
と
の
物
々
交

換
が
多
か
っ
た
の
で、
明
治三
十
八
年
本
町
五
丁
目
で
、
精
米
業
兼
精
米
販
売

業
を
始
め
た。
そ
の
銘
酒
を
「滝
川
今
泉」
「萬
歳」
と
い
い
年
産七〇

〇
石

に
達
し
て
い
た。

広
部
酒
造
店

銘
酒
「空
知
川
」
を
売
り
出
し
た
広
部
弥三
吉
は、
明
治

二
十
六
年
十
月
二
十
五
日
、
滝
川
に
来
住
し
て
酒
造
業
を
経
営、
堅
実
な
営
業

は
年
と
と
も
に
発
展、
大
い
に
家
産
を
成
し
、
町
の
た
め
に
も
尽
力
し
た
が、

明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
日
病
没
し
た
。

広
部
伊
織
は、
広
部
家
に
懇
望
さ
れ
養
嗣
子
と
な
り、
亡
父
の
遺
業
を
継
い

で、
そ
の
発
展
拡
充
に
努
め
「
富
士
正
宗
」
「北
の
華
」
は
道
産
銘
酒
と
し
、

世
に
名
声
を
博
し
た
。

ま
た、
実
業
界
に
活
躍、
教
育
に
勢
心
、
徳
望
家
と
し
一
般
の
尊
敬
を
受
け

た
。
昭
和
十
九
年
太
平
洋
戦
争
熾
烈
と
な
り
、
国
内
企
業
整
備
に
当
た
っ
て、

新
十
津
川
村
金
滴
株
式
会
社
に
権
利
を
譲
渡
し、
酒
造
業
を
や
め
た
。

五
十
嵐
酒
造
店

広
部
の
「富
士
正
宗
」
と
並
ん
で、
五
十
嵐
酒
造
店
の

売
り
出
し
た
「滝
の
誉
」
の
名
声
は
近
隣
を
圧
し
た
。
こ
れ
は
大
正
四
年
空
知

太
の
今
酒
造
店
の
後
を
受
け
て、
滝
川
の
五
十
嵐
太
郎
吉
が
始
め
た
も
の
で
あ

る
。
大
正
十
二
年、
現
在
の
栄
町
に
移
転
、
引
き
続
い
て
酒
造
業
を
経
営
し
て

い
た
が、
昭
和
十
九
年
国
内
企
業
整
備
に
当
た
り
、
広
部
・
五
十
嵐
酒
造
店
と

も
に、
金
滴
株
式
会
社
に
権
利
を
譲
渡
し
廃
業
し
た
。

第
二
章
工

業

金
滴
酒
造
株
式
会
社

明
治三
十
九
年
九
月
十
日、
新
十
津
川
酒
造
株
式

会
社
と
し
て、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
法
人
組
織
で、
新
十
津
川
村
橋
本
町
に

創
業
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
七
年
十
月、

「徳
富
川
」
を
廃
し
て
「
金
滴
」

「銀
滴
」
と
し
「
花
の
雫
」
と
と
も
に三
種
を
発
売
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後、
極
度
の
不
振
に
陥
り、
三万
円
の
資
本
金
に
四
万
円

の
借
金
が
で
き、
仕
込
倉
な
ど
下
か
ら
見
る
と
青
空
が
見
え、
桶
の
上
に
ト
タ

ン
の
覆
い
を
し
て、
雨
雪
を
凌
い
だ
こ
と
も
あ
る
。

昭
和
十
九
年、
太
平
洋
戦
争
し
烈
と
な
り、
企
業
整
備
に
当
た
っ
て
存
廃
の

岐
路
に
立
っ
た
が、
株
主
総
会
で
存
続
を
決
定
し、
広
部
・
五
十
嵐
酒
造
店
の

割
当
石
数
二
、
四
二
〇
石
を
買
収、
資
本
金
を
一八
万
円
に
増
額
、
酒
銘
を

「
金
滴」
だ
け
と
し
た。

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日、
社
名
を
金
滴
酒
造
株
式
会
社
と
改
称
し
、

銘
酒
「
金
滴」
の
名
で
近
隣
は
も
ち
ろ
ん、
道
内
に
ひ
び
か
せ、
全
国
清
酒
品

評
会
で
優
等
賞
を
授
与
さ
れ
た。
そ
の
後、
増
資
を
重
ね、
昭
和三
十
一
年
四

月、
一、
五
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和二
十
七
年
一
月、
広
部
酒
造
店
建
物
三
二
〇
坪、
土
地
四
五
八
坪
を
買

い
受
け、
翌
二
十
八
年
四
月、
姉
妹
会
社
金
滴
商
事
株
式
会
社
が
発
足
し
た
。

歴
代
社
長

初
代
中
島
亀
吉

植
西
彦二
郎

三
代
五
代
杉
浦
順考

・七
・
四

昭
和
一九・四・10

大
正
二
・一

明
治
元・九

二代
宇
治川
伊三
郎

四代
杉
浦友
五
郎

六
代
青
木
忠
雄

ヘ
五〇・三・三

昭
和
空
、七、六

昭
和
一
・三

大
正四・四現
在

滝
川
酒
造
組
合

少
五二・五・四

昭
和
吾
・三・二八

七
代
中川
金
作

八
代
新
野
昭
二

昭
和
三
・五・二

明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
三
日
、
空
知
税
務
署
管
内
酒
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第
八
編
産
業・
経
済

造
業
者
に
よ
っ
て
空
知
ほ
か三
郡
酒
造
組
合
が
設
立
さ
れ、
岩
見
沢
町
に
そ
の

事
務
所
を
置
い
た
が、
大
正
十
年
十
月
一
日、
滝
川
税
務
署
が
新
設
さ
れ
た

時
、
分
離
し
て
空
知
ほ
か二
郡
酒
造
組
合
と
な
り
、
大
正
十
一
年
八
月
二
十
一

日
滝
川
酒
造
組
合
を
設
立
し
事
務
所
を
滝
川
町
に
置
い
た。

滝
川
小
売
酒
販
組
合

戦
中
・
戦
後
の
酒
類
統
制
が、
昭
和二
十
四
年
に
撤

廃
さ
れ
自
由
化
に
入
っ
た
が、
そ
の
販
売
価
格
は
公
定
価
格
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
二
月二
十
八
日、
法
律
第
七
号
に
基
づ
き
滝
川
地
方
酒
類
商

業
協
同
組
合
を
解
散
し
、
組
合
員
の
連
絡
親
和
と
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ

き
、
酒
税
の
円
滑
な
納
税
を
促
進
し
、
酒
類
の
需
給
調
整
を
行
い
、
組
合
員
の

自
主
的
か
つ
自
由
公
正
な
事
業
活
動
の
機
会
を
確
保
し
、
共
同
利
益
の
増
進
を

図
る
を
目
的
と
し、
同
年
五
月
二
十二
日、
新
た
に
組
合
員
一二
四
名
を
も
っ

て
設
立、
滝
川
税
務
署
行
政
管
轄
区
域
と
同
一
地
域
の
滝
川
・
砂
川
、
歌
志

内、
赤
平
・
芦
別
の
五
市、
奈
井
江
・
上
砂
川
・
新
十
津
川
の
三
町
と
浜
益
村

を
関
係
地
域
と
し
て、
事
務
所
を
滝
川
市
新
町
二
丁
目
一〇
番
四
〇
号
に
置
く
。

昭
和
三
十
四
年
に
は
酒
類
の
公
定
価
格
か
ら
基
準
価
格
時
代
に
移
り、
四
十

年
か
ら
現
在
の
自
由
価
格
に
移
行
し
た
(昭
和
五
四
年
現
在
組
合
員二
二
七
名
)。

歴
代
組
合
長

初
代
郷
作
太
郎
昭
和二八・五・三二

二
代
五
十
嵐
実
昭
和三五・五・九

四
代
岡
部

一男
昭
和
現
在

五一・五・一七

第
三節

製
糸
業

藤
川
兄
弟
商
会
滝
川
製
糸
所
(長
兄
増
次
郎・
次
兄
平
吉
・
光
太
郎
)

山
口
県
岩
国
町
の
出
身、
明
治二
十
五
年
一
月
十
九
日、
滝
川
に
居
を
構
え

座
操
機
械
で
製
糸
業
を
始
め
た
が、
当
時
は
ま
だ
養
蚕
従
事
者
少
な
く、
産
繭

も
少
量
で
、
奨
励
に
努
め、
明
治
三
十
七
年
岩
見
沢
で
あ
っ
た、
第
一
回
蚕
糸

品
評
会
に
出
品
し
好
評
を
得
て
い
る
。

滝
川
製
糸
組
合

座
操
又
は
足
踏
製
糸
の
改
良
を
図
る
た
め、
生
産
し
た

生
糸
を
共
同
荷
造
り
の
上、
販
売
を
目
的
と
し、
三十
八
年
新
繭
期
から
、
石

沢
泉
太
郎
を
中
心
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
製
糸
業
・
機
織
業

藤
川
光
太
郎
兄
弟
は、
滝
の
川
四
丁
目
で
製
糸
業
を
始
め、
明
治
三
十
六
年

十
月
から
石
沢
渕
次
郎
が、
空
知
通
り
に
機
織
業
を
開
業、
ま
た
森
島
賢
次
郎

は
明
治
四
十
年
十
月、
滝
の
川
通
り
二
丁
目
で
甲
斐
絹
工
場
を
経
営、
し
だ
い

に
ぼ
っ
興
の
機
運
に
あ
っ
た
が、
大
正
四
年
桑
樹
が
病
害
に
よ
り
全
滅
し
た
こ

ろ
か
ら
養
蚕
業
は
急
に
衰
頹
し、
製
糸
業も
閉
鎖
の
や
む
な
き
に
至
り、
機
織

業
も
多
く
は、
自
家
用
品
だ
け
で、
市
場
に
出
さ
れ
る
も
の
は、
全
道
的
に
も

二、
三
の工
場
に
過
ぎ
ず、

生
産
さ
れ
た
絹
綿
織
物
も
、

技
術
が
幼
稚
な
も
の
多
く
、

本
場
物と
は
格
段
の
差
あ

り
、
廉
価
で
仕
切
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

線
工
場

帝
国
製
麻
株
式
会
社
滝
川
製

明
治
十
九
年
創

業、
明
治
四
十
年
七
月、
北
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帝国製麻株式会社滝川製線工場

三
代
粟
井
利
平
昭
和
四
・四・一七



海
道
製
麻
株
式
会
社
と
合
同
し、
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
五
年、
現
在
の
滝
川
高
校
敷
地
及
び
そ
の
以
西
の
地
に
製
線
工
場
を
設

け
、
工
場
敷
地二
三
町
五
畝
二
六
歩、
亜
麻
耕
作
反
別
六
〇
〇
町
歩
で
、
当
時

滝
川
で
は
誇
る
工
場
で
あ
っ
た
。

大
正
十
年、
空
知
土
功
組
合
灌
漑
溝
工
事
竣
工
し
、
音
江、
江
部
乙、
滝
川

の
農
地
は
水
田
耕
作
に
切
り
替
え
ら
れ、
亜
麻
の
生
産
も
減
退
し
、
原
料
集
荷

困
難
と
な
っ
て、
大
正
十
四
年
滝
川
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
四
節

木
材
業

小
野
精
米
木
工
場

明
治
四
十二
年
一
月、
小
野
与
太
郎
の
創
始し
た
も

の
で、
製
材
事
業
に
着
手、
順
調
な
進
展
を
な
し
た
が、
大
正
九
年
三
月、
岩

本
秀
二
郎、
更
沢
芳
次
郎
に
譲
渡
し
た
。

�
滝
川
木
挽
工
場

更
沢
芳
次
郎
・
岩
本
秀
二
郎
は、
明
治
四
十
三
年
六
月

江
部乙
村
に
移
住、
荒
物
雑
貨
商
を
営
む
か
た
わ
ら
、
両
人
共
同
し
て
木
工
場

を
経
営、
大
正
九
年三
月
小
野
木
工
場
を
譲
り
受
け、
滝
川
木
挽
工
場
と
し
て

共
同
経
営
し
た。
大
正
十
二
年
六
月二
十二
日
火
災
で
全
焼、
同
年
九
月
再
建

営
業
を
続
け、
昭
和
十
三
年
製
材
の
他
にベ
ニ
ヤ
単
板
工
場
を
併
置
し、
昭
和

十
五
年
さ
ら
に
ベ
ニ
ヤ
合
板
工
場
を
増
設
、
事
業
は
順
調
に
進
展
し
た。

�
木
材
工
業
株
式
会
社

昭
和
二
十
五
年
工
場
主
岩
本
秀
二
郎
の
死
亡
に
伴

い
組
織
変
更
し
て
、
�
木
材
工
業
株
式
会
社
と
し
て
十
一
月
十
日
事
業
を
継
続

再
発
足
し
た
。
特
に
太
平
洋
戦
争
中
は、
ベ
ニ
ヤ
合
板
を
軍
に
供
給
し
て
い

た
。

第
二
章
工

業

パ
ー
テ
ク
ル
ボ
ー
ド
は、
昭
和
三
十
五
年
以
来
一ヵ
年
近
く
の
月
日
を
重
ね三

十
六
年三
月
下
旬
試
運
転、
四
月
一
日
か
ら
本
格
的
操
業
を
開
始
し
た
が、
従

来
ベ
ニ
ヤ
板
の
生
産
の
際
出
る
大
量
の
屑
単
板
が
有
効
に
利
用
さ
れ、

一躍
優

秀
建
築
材
に
生
れ
変
わ
った。

し
か
し、
昭
和
四
十
八
年
ご
ろ
か
ら
経
営
不
振

に
陥
り、
五
十
二
年
八
月、
六
十
七
年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た。

三
浦
木
挽
工
場

明
治
三
十
九
年
十
一
月、
三浦
庄
作
が、
筋
違
い
通
り
に

創
設
し
て
製
材
業
を
始
め
た
。

武
武
木
工
場

明
治
四
十
年
八
月、芳

武
新
吾
が
三
浦
木
材
を
譲
り
受
け
お

木
工
場
と
改
称
し
製
材、
後、
駅
前
菜
花
通
り
に
移
転
し
た
。

座
主
木
工
場

大
正
二
年
一
月
七
日、
砂
川
三
井
木
工
場
の
気
罐
士
と
し

て
働
い
て
い
た
座
主
覚
太
郎
が、
武
木
工
場
を
譲
り
受
け
開
業
し
た
。

当
時
滝
川
駅
が
で
き
て
以
来
続
々
家
が
建
て
ら
れ、
木
工
場
も
順
調
に
進
ん

カクイ木材工業株式会社

山下木材株式会社
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第
八
編
産
業
・
経
済

で
い
た
が、
騒
音
や
飛
び
火
の
憂
い
多
い
と
い
う
理
由
な
ど
か
ら
、
大
正
六
年

西
裡
に
移
転
し
た
。
大
正
八
年
丸
鋸
を
帯
鋸
に
改
め
て
操
業
し
て
い
た
が、
事

業
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
購
入
原
木
の
火
災、
家
事
の
不
幸
が
続
き
、
し
だ
い
に
家
運
傾
き、

つ
い
に
昭
和
十
三
年
滝
川
木
材
株
式
会
社
に
譲
渡
し
た
。

滝
川
木
材
株
式
会
社

昭
和
十
三
年
二
月
一
日、
株
式
会
社
と
し
て
発
足
、

座
主
木
工
場
を
買
い
受
け
て
操
業、
初
代
社
長
は
高
田
由
太
郎
で
あ
る
。

昭
和二
十
年
八
月、
滝
川
人
造
石
油
株
式
会
社
に
買
収
さ
れ
た
が、
昭
和二

十二
年
資
本
金
を
増
額
し
て
再
出
発
し
た
。
し
か
し、
営
業
不
振
の
た
め
昭
和

二
十
五
年
四
月
一
日、
山
下
菊
太
郎
を
五
代
目
社
長
と
な
し
、
滝
川
化
学
株
式

会
社
よ
り
滝
川
木
材
工
場
を
買
い
受
け、
営
業
を
継
続
し
て
い
た
。

山
下
木
材
株
式
会
社
(西
町
二
〇
〇
番
地)

昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日、山

下
木
材
株
式
会
社
と
改
称
改
組
し、
営
業
順
調
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

滝
川
本
社
に
は、
製
材
工
場、
単
板
工
場
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
製
品
を
生
産、

ま
た
造
材
、
造
林
及
び
素
材、
製
材、
建
材
の
仕
入
れ
販
売
を
行
い、
大
阪
工

場
で
は
天
然
銘
木
単
合
板
の
製
造
販
売
を
な
し、
静
岡
営
業
所
は、
合
、
単
板

の
営
業
。
江
別
出
張
所
で
は
素
材、
製
材
の
仕
入
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。

燐
寸
軸
木
製
造
場

滝
川
屯
田
兵
配
置
図
を
見
る
と
、
現
滝
の
川
通
り
六

丁
目
と
西
七
丁
目
に、

マ
ッ
チ
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ、
北
海
誌
料
に

中
西
製
軸
所

三
光
社
製
軸
所
持
主
近
藤

豊
明
治
二
七
・
四
隣
寸
軸
木

中
西
亀
太
郎
明
治
三
〇
・
一二

隣
寸
軸
木

と
あ
り、
滝
川
屯
田
兵
記
録
の
中
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

燐
寸
軸
木
製
造
場
雇
役
志
願
者
之
件
申
達

、

第
三
中
隊二
等
卒
菅
原
庄
次
郎

同 同 同 同 同 同

一
等
卒
光
野
達
太
郎

光
井

甲
一

緒方
喜
一

妹
ミ
サヲ

養
子
庫
太
郎

弟
元
衛

父
彦
蔵

権
次
郎

十二
六

二
等
卒
中

悦三
一
等
卒
光
野
達
太
郎

原宇
野
勝
復

近
藤
留
吉

==

同 同 同 同 同

光
井
甲
一

二
等
卒
久
保
菊
太
郎

上
等
卒
倉
増
貞
輔

市
川
好三
郎

桑
原
益
夫

正

右
二
等
卒
菅
原
庄
次
郎
以
下
十
九
名
兼
而
当
村
ニ設
置
シ
居
ル
燐
寸
軸
木
製
造
場
へ雇

役
志
願
之
旨
申
出
候
ニ
付
夫
々
取
調
候
処
農
事
ハ
勿
論
其
他
総
テ
支
問
ノ
廉
無
之
ニ付

御
認
可
相
成
候
様
致
度
此
段
申
達
候
也

明
治二
十
七
年
六
月二
十
一
日
第
三
中
隊
長
友田

第
二
大
隊
長
菊
地
節
蔵
殿

第
五
節
電

気
業

旭
川
電
気
株
式
会
社
滝
川
火
力
発
電
所

大
正
三
年三
月
建
設、
大
正
六
年

一月
十
七
日
富
士
製
紙
株
式
会
社
電
気
部
の
経
営
に
移
し
た
。

不
二
電
気
株
式
会
社
滝
川
営
業
所

野
花
南
発
電
所
は、
大
正
四
年
富
士
製

紙
株
式
会
社
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
日
本
最
初
の
ダ
ム
式
発
電
所
で、
大
正
七

年
八
月
竣
工
運
転
を
開
始。
そ
の
後、
滝
川
、
砂
川、
新
十
津
川
の
事
業
区
域

を
譲
り
受
け
て
経
営
し
て
い
た
が、
大
正
八
年
九
月
二
十
九
日、
富
士
製
紙
電

同 同 同 同 同 同 同

父
馬
吉

滝
本
寅
之
助

堤
千一
郎

弟

後
藤
豊
次
勝
復

宇
野

有
重
寅
吉

祖父
新
平

弟
次
郎

= 二
等
卒
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第
六
節
軍
需
工
場

北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
滝
川
第
一
工
場

昭
和
十
二
年
七
月
七
日、
日
華
事
変
が
勃
発、
様
相
の
拡
大、
高
度
化
さ
れ

て
き
た
戦
争
は、
石
油
資
源
の
必
要
を
一
層
深
め
て
行
っ
た
。

資
源
の
乏
し
い
我
が
国
と
し
て
は、
こ
の
戦
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
石
油
資
源

の
自
給
自
足
は
長
期
に
わ
たる
戦
争
政
策
の
重
要
問
題
で
あ
り、
急
務
で
も

あ
り
、
そ
の
方
策
と
し
て
石
炭
から
石
油
を
合
成
し
増
産
を
は
か
る
ほ
か
は
な

い
と
、
滝
川
は
交
流
の
要
点
に
あ
る
う
え
、
赤
平、
芦
別、
歌
志
内
、
上
砂

川、
雨
竜
等
の
炭
産
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、
人
造
石
油工
場
の
設
置

を、
昭
和
十
三
年
七
月、
国
策
と
し
て
内
定、
当
時
の
北
海
道
庁
長
官
石
黒
英

彦
は、
た
だ
ち
に
滝
川
町
長
神
部
為
蔵
に
通
報、
神
部
町
長
は
極
秘
裡
に
地
主

と
土
地
買
収
の
交
渉、
急
速
果
敢
わ
ず
か
一、
二
日
の
短
時
日
で
取
り
運
び、

こ
こ
に
北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
滝
川
工
場
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

民
有
地
一
一七
町
歩
を
購
入
、
坪
当
た
り
九
〇
銭
の
廉
価
で
買
収
し
、
帝
国

燃
料
会
社
の
姉
妹
会
社
と
し
て
設
立
し
、
昭
和
十
四
年
六
月
九
日
地
鎮
祭
が
行

わ
れ、
ド
イ
ツ
人
技
師
の
指
導
の
も
と
、
夜
を
日
に
つ
い
で
の
突
貫
工
事
に
よ

っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
工
場
が
完
成、
続
い
て
社
宅
の
建
築
が
行
わ
れ、
朝
日
町
に二

○
○
戸
、
泉
町
に
六
〇
〇
戸
が
見
る
ま
に
完
成
し、
滝
川
の
市
街
は、
飛
躍
的

活
気
に
充
ち
た
。

昭
和
十
六
年
六
月、

コー
ク
ス
炉
の
火
入
れ
が
行
わ
れ、
翌
十
七
年
末、
人

造
石
油
合
成
総
合
運
転
を
開
始、
以
来
順
調
な
操
業
を
続
け
生
産
を
あ
げ
て
い

第
二
章
工

気
部
独
立
し
て
不
二
電
気
株
式
会
社と
改
称、
滝
川
火
力
発
電
所
は
廃
止
さ
れ

た
。北
海
道
電
燈
株
式
会
社
滝
川
営
業
所

大
正
十
年
十
二
月
二
十
一
日、

各
電

気
会
社
が
合
併
し
て、
北
海
道
電
燈
株
式
会
社
を
設
立
し
、
従
来
の
営
業
を
受

け
継
い
だ
。

北
海
道
配
電
株
式
会
社
滝川
営
業
所

昭
和
九
年
十
二
月
二
十
一
日、

大
日

本
電
力
株
式
会
社
と
改
称、
昭
和
十
七
年、
電
力
国
家
管
理
法
及
び
配
電
統
制

令
に
よ
っ
て、
事
業
区
域
を
整
理
統
合し
、
北
海
道
配
電
株
式
会
社と
改
称、

十
八
年
に
は、
西
滝
川
変
電
所
を
建
設
し、
北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
に
送

電
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

北
海
道
電
力
株
式
会
社
滝
川
営
業
所

昭
和二
十
六
年
五
月
一
日、
北
海
道

電
力
株
式
会
社
に
引
き
継
が
れ、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

1
歴
代
所
長

初
代
田
村
久
吉
大
正
三・九

三
代
久
慈
慶
一郎
大
正
三・四

四
代

五
十
嵐
富士
之
助
昭
和三・一

六
代

九
代

五
代七代
早川

清
吉
昭
和三
・三

黒
部
俊
一
昭
和
一五・四

二
代
一三代
一五代

三
代
佐
坂
昭
司
昭
和
五
・八

元
代
大塚

彰
昭
和
窒
・八

高
張
末
美
昭
和一六八

大
沢
繁
次
郎
昭
和三
・四

水
島
良
三
昭
和三
・三

赤石
武
雄
昭
和四・三

一七代

2
滝
川
市
需
要
口
数

電
燈
一
八、

一九
四
口、
電
力
八、
〇
九
九
口、
街
路
燈三
、
四
四
三
口

電
燈料
金
八
五
一、
八
五
四
千円
(昭
48、
3、
31現
在)

二
代
本
郷
熊
五
郎
大
正
六・一

水
上
荘三
郎
大
正
一三・六

沼
田伝
九
郎
昭
和七・三

山
田
清三
郎
昭
和
二三・八

八
代
10代

岩
田
弁
之
助
昭
和
六・四

三
代
山
門
輝
正
昭
和一九・八

一六代 一四代
赤
石
川
井

山
岸
正
一
昭
和
四・三

一八代
三
代
持
田
辰
典
昭
和
四・三

好
正
昭
和
三
・八

勝
衛
昭
和
三
・三

業
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第
八
編
産
業
・
経
済

た
が、
昭
和
十
九
年
十
月、
三
池
石
油
合
成
株
式
会
社
並
び
に
尼
ヶ
崎
人
造
石

油
株
式
会
社
と
合
併、
新
た
に
日
本
人
造
石
油
株
式
会
社
を
設
立
し
て
操
業
し

て
い
た
。
※
昭
和
一
八
・
一
・二
六
北
海
道人
造
石
油
株
式
会
社
定
時
株
主
総
会
高
州
鉄

一
郎
社
長
辞
任
渡
辺
四
郎
常
務
昇
格
就
任

し
かし
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日、
終
戦
に
よ
っ
て
事
業
の
根
本
方
針
を

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り、
同
年
十
月、
人
造
石
油
の
生
産
を
中
止し

た
。
滝
川
化
学工
業
株
式
会
社
滝
川
事
業
所

人
造
石
油
と
い
う
軍
需
工
場
が、
終
戦
と
い
う
激
変
と
操
業
停
止
は、
や
む

を
得
な
い
こと
で
あ
った
と
し
て
も
、
膨
大
な
設
備
を
平
和
産
業
に
切
り
替

え
、
生
産
を
高
め
よ
う
と
い
う
考
え
も
必
然
の
こ
と
で、
昭
和
二
十
一年
九
月

十
一
日、
日
本
人
造
石
油
株
式
会
社
か
ら
分
離
し
、
同
社
の
諸
設
備
を
基
盤
と

し
資
本
金
一
億
円
を
も
っ
て
新
し
く
滝
川
化
学
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
発
足

し
た
。

こ
の
会
社
は、
石
炭
乾
溜
を
基
盤
と
し
て、
ガ
ス
の
有
効
利
用、
化
成
製
品

の
高
度
化、
油
脂
事
業
な
ど
を
企
画
し
平
和
産
業
に
切
り
替
え
て
出
発
し
た
も

ので
、
生
産
さ
れ
た
コ
ー
ス
ク
は
灰
分、
硫
黄
分
が
少
な
く
ガ
ス
化
率
が
高
い

た
め、
内
地
肥
料
工
場
方
面
か
ら
多
大
の
好
評
を
得
て
お
り
、
一方、

ガ
ス
は

硫
安
ベ
ン
ゾ
ー
ル、
ター
ル
な
ど
の
副
産
物
を
回
収
し
て
東
洋
高
圧
砂
川
工
業

所
へ
延
一
四
キ
ロ
メー
ト
ル
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
送
気
し
、
硫
安
合
成

用
原
料
ガ
ス
と
し
て
活
用、
ま
た
当
事
業
所
で
も
休
止
施
設
を
転
用
し
ガ
ス
施

設
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
が
で
き
る
。

ま
た
回
収
副
産
物
か
ら
は
画
期
的
な
発
明
で
あ
る
当
所
独
特
の
精
密
蒸
溜
装

置
に
よ
る
ター
ル、
ベ
ン
ゾー
ル系
の
貴
重
な
微
量
成
分
の
回
収
に
成
功
し
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
を
加
工
し
て、
医
薬、
染
料
中
間
体
な
ど
に
ま
で
進
め
ら
れ、

ま
た、
操
業
中
の
油
脂
分
解、
硬
化
油
な
ど
の
油
脂
関
係
製
品
と
タ
ー
ル
系

製
品
と
の
結
合
製
品
の
開
拓
に
成
功、
合
成
油
脂
関
係、
そ
の
他
電
力
開
発
な

ど
の
客
観
情
勢
に
応
じ
て
、
電
気
化
学
方
面
へ
も
進
む
の
に
有
利
な
条
件
を
備

え
て
い
て
将
来
へ
の
明
る
い
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。

し
かし
、
硫
安
工
場
へ
の
転
換
も
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
食
糧
事
情
の
緊
迫

と
物
資
の
窮
乏
、
会
社
赤
字
の
連
続
で
経
営
窮
迫、
た
び
か
さ
な
る
労
働
攻
勢

の
波
に
も
ま
れ、
人
員
整
理、
企
業
整
理
も
追
い
つ
か
な
い
状
態
に
立
ち
至
っ

た
。昭
和
二
十
六
年、
河
原
崎
始
太
郎
社
長
以
下
幹
部
は、
高
級
ア
ル
コー
ル
エ

場
転
換
な
ど
計
画
さ
れ
た
が、
計
画
と
実
際
と
の
甚
し
い
誤
差
が
あ
り、
新
式

機
械
導
入
も
諸
種
の
事
情
から
到
底
実
現
不
可
能
と
い
う
結
論
に
達
し
、
つい

に
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
日、
操
業
停
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た。

滝
川
化
学
の
倒
産
に
よ
り
八
〇
〇
名
に
近
い
従
業
員
は、
生
活
の
根
拠
を
失

い、
ち
り
ぢ
り
と
な
り
工
場
地
帯
は
荒
廃
の
一
途
を
進
ん
で
行
っ
た
。

歴
代
所
長

初
代
川
口
正
名
昭
和三
・九・二

二
代
沢
田
克
己
昭
和三三・九・一

三
代
水
谷
良
一
昭
和二四・七・五

滝
川
化
学
信
用
購
買
利
用
協
同
組
合 四
代
沢
田
克
己
昭
和二四・二

・三

昭
和
二
十
二
年
九
月
二
十
三
日
設

立、
滝
川
化
学
従
業
員
を
組
合
員
と
し
、
相
互
扶
助
の
精
神
を
基
礎
と
し
組
合

員
の
経
済
生
活
の
向
上
と
福
祉
を
図
ろ
う
と
し
て
発
足
、
購
買
部
は
東
西二
配

給
所、
利
用
部
で
は
製
麺、
製
パ
ン、
製
菓、
打
綿、
縫
工
の
各
工
場
を
も
っ
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て
い
た
が、
滝
川
化
学
の
解
散
と
と
も
に
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た。

人
造
石
油

昭
和
十
年
代、
日
本
は
今
と
同
じ
よ
う
に
石
油
問
題
が
深

刻
と
な
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
技
術
を
輸
入
、
国
策
と
し
て
人
造
石
油
の
開
発
に
乗

り
出
し
た
。
滝
川
に
北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
十

三
年、
当
時
の
人
は々
「人
石
」
と
よ
び、
今
の
陸
上
自
衛
隊
滝
川
駐
屯
地
付

近
一
一七
ヘ
ク
ター
ルの
農
地、
原
野
に
現
在
の
金
で
七、
八
千
億
円
の
巨

費
を
投
じ
工
場
を
建
設
、
合
成
工
場、
水
成
ガ
ス工
場、

コ
ー
ク
ス
工
場
、
巨

大
な
ガ
ス
タン
ク
が
立
ち
並
び、
従
業
員
二
、
〇
〇
〇
人
「東
洋
一
の
化
学
工

場
」
が
突
貫
工
事
で
出
現、
高
度
な
技
術
水
準
の
工
場
と
し
て、
有
能
な
若
い

技
師
が
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
。
住
宅
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ、
当
時
と
し
て

は
「ぜ
い
た
く
だ
」
と
い
わ
れ
る
社
宅
が
造
ら
れ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
人
造
石
油
は、
石
炭
か
ら
造
っ
た
石
油
の
こ
と
で
、
フ
ィ

ッ
シ
ャー
法
と
い
う
ド
イ
ツ
が
開
発
し
た
方
法
で、
こ
れ
は
石
炭
を
コ
ー
ク
ス

炉
で
ガ
スと
コー
ク
ス
に
分
解、
水
素
と
一
酸
化
炭
素
の
合
成
ガ
ス
を
作
り、

脱
硫
後、
合
成
炉
で
触
媒
と
反
応
さ
せ、
冷
却
す
る
と
人
造
石
油
が
で
き、
こ

れ
を
分
溜
し
て
ガ
ソ
リ
ン
と
デ
ィー
ゼ
ル
油
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

理
論
的
に
は
石
炭
五
ト
ン
から
石
油
一ト
ン
が
と
れ
る
が、
滝
川
で
は
工
場

の
遅
れ
な
ど
か
ら
、
石
炭
一
〇
ト
ン
か
ら
石
油
一
ト
ン
を
生
産、
戦
争
中
で
も

あ
っ
た
の
で
コ
ス
ト
に
は
無
関
心
で、
造
る
こ
と
に
懸
命
で
あ
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
は
オ
ク
タン
価
が
低
く、
航
空
燃
料
に
向
か
ず
、
自
動
車
燃
料
と

し
、
デ
ィー
ゼ
ル
油
は
良
質
で
戦
車
な
ど
に
使
わ
れ
た
。
人
造
石
油
は
透
明
で

甘
い
臭
い
が
し
、
成
分
は
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ
フ
ィン
系
で
炭
素
と
水
素
の
配
列
が

単
純
で
あ
り、
複
雑
な
天
然
原
油
と
異
な
り、
メリ
ッ
ト
に
硫
黄
分
が
少
な
く

業

公
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

生
産
量
は
軍
需
工
場
と
い
う
性
格
の
た
め
一
部
秘
密
で
あ
っ
た
し、
資
料
は

戦
後
ア
メ
リ
カ
軍
が
すべ
て
押
収
し
た
の
で、
今
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
初
出
荷
から
、
二
十
年
十
月
の
操
業
ス
ト
ップ

ま
で
の
生
産
量
は
合
計
一
万
四
、
〇
〇
〇
キ
ロリ
ット
ル
と
推
定
、
こ
れ
は
ド

ラ
ム
か
ん
で、
七
万
本
分
で
あ
る
。

当
時、
人
石
工
場
は
九
州、
朝
鮮、
旧
満
洲
な
ど
に
も
建
造
さ
れ
た
が、
滝

川
は
主
力
工
場
で
あ
っ
た。

昭
和
二
十
年
十
月
の
操
業
ス
ト
ップ
で、
二
十
一
年
滝
川
化
学
工
業
株
式
会

社
と
し
て
再
ス
ター
ト、
コー
ク
ス
炉
を
生
か
し、
コ
ー
ク
ス、
ガ
ス
生
産、

砂
川
の
東
洋
高
圧
工
場
に販
売
し
て
食
い
つ
な
ぎ
を
し
た
が
、
過
剰
な
生
産
設

備
を
抱
え
、
二
十
七
年
つ
い
に
倒
産
し
た。

今
は
自
衛
隊
本
部
と
な
っ
て
い
る
人
石
の
研
究
棟
だ
け
が
残
っ
て
お
り、
跡

地
は
陸
上
自
衛
隊、
北
電
火
力
発
電
所
を
は
じ
め、
いく
つ
か
の工
場
が
進
出

し、
社
宅
立
ち
並
ん
だ
泉
町
界
わ
い
は、
滝
川
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
雰
囲
気
を

示
し
て
い
る
。

滝
川
九
〇
年
の
歴
史
の
中
で
、
人
造
石
油
工
場
の
出
現
は、
当
時
工
務
課
長

で
あ
っ
た
白
山
隆
起
が
書
い
た
「天
空
の
一角
に、
瞬
時
映
じ
て
あ
と
か
た
も

な
く
消
え
て
い
く
壮
大
な
風
景
を
蜃
気
楼
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
滝

川
の
原
野
の
空
に
か
か
っ
た
蜃
気
楼
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
が
よ
く
そ
の
気

持
を
述
べ
て
い
る
。

郷
土
館
の
「人
石
ュ
ー
ナ
ー
」
に
当
時
歌
わ
れ
て
い
た
「
北
人
音
頭
」
の
作

詞
は
渡
辺
四
郎
社
長
、
作
曲
は
中
山
晋
平
で
そ
の
一
番
は、

第
二
章
工
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第
八
編
産
業
・
経
済

北
斗
き
ら
め
く
石
狩
川
の

河
岸
に
出
そ
め
た
人
造
石
油

水
の
流
れ
に
競
ふ
ほ
ど

で
一
〇
番
ま
で
あ
る
。

な
お、
泉
町
児
童
公
園
の
一角
に、

「こ
の
地
に
高
度
の
技
術
の
華
咲
い
た

当
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
す
る
」
と
記
さ
れ
た
記
念
塔
が
建
っ
て
い
る
。

<
昭
五
四・
一二
・
一〇
北
海
道
新
聞そ
の
他
資
料>

人石記念塔

人
造
石
油
滝
川
工
場

前
滝
川
市
史
に
「
人
石
に
関
す
る
資
料
が
乏
し
く
後

日
の
調
査
に
委
ね
る
。」
と
あ
り
、
そ
の
後
資
料
の
蒐
集
に
奔
走
し
た
が、
当

時
の
実
状
か
ら
入
手
困
難、
今
日
に
至
っ
て
い
る
が、
幸
い
最
近
に
な
っ
て

「今
生
かし
た
い
昔
の
人
造
石
油
技
術」
と
し
て、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
工

業
経
営
学
科
渡
辺
真
一
教
授
(父
は人
石社
長
渡辺
四郎)

の
発
表
の
中
に、
滝
川

人
石
に
係
わ
る
こと
が
多
く
述
べ
ら
れ
て
いる
の
で
関
係
深
い
面
を、
次
に
抜

粋
さ
せ
て
頂
き
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
書
き
と
ど
め
て
お
き
た
い。

世
界
の
人
造
石
油
の
状
況

昭
和
十
年
ご
ろ、世

界
は
石
炭
時
代
から
石
油
時
代
に
転
換
し
つ
つあ
っ
た。

日
本
の
石
油
資
源
は
秋
田
・
新
潟
両
県
に
産
す
る
月
産
二
万
ト
ン
程
度
の
ご
く

わ
ず
か
な
油
田
し
か
な
く、
こ
れ
は
当
時
の
日
本
の
石
油
需
要
年
平
均三
〇
〇

万
ト
ン
の
七
パー
セン
ト
を
賄
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず、
そ
の
他
は
す
べ
て
輸
入

に
頼
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一方、
世
界
は
国
際
関
係
が
悪
化
し
て、
各
国
と
も
戦
備
に
汲
と々
し
て
い

た。
そ
ん
な
時、
国
際
的
に
孤
立
し
て
い
た
日
本
は、
経
済
封
鎖
の
網
を
徐々

に
し
ぼ
ら
れ、
軍
需
用
は
も
と
よ
り
平
時
用
の
石
油
輸
入
に
さ
え
こ
と
欠
く
状

況
と
な
っ
て
き
た。

政
府
は
石
油
会
社
に
数
ヵ
月
分
の
石
油
備
蓄
の
義
務
づ
け
を
し
た
が
、
そ
の

備
蓄
も
遅
と々
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
日
本
の

液
体
燃
料
対
策
は
国
を
挙
げ
て
真
剣
に
取
組
ま
な
い
で
は
お
ら
れ
な
か
った
。

軍
需
用
は
も
と
よ
り
平
時
用
の
石
油
需
要
さ
え
国
内
石
油
資
源
で
は
当
て
に

な
ら
な
い。
し
かし
、
当
時
の
日
本
と
し
て石
炭
資
源
は
ま
だ
余
力
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
た
の
で、
石
炭
の
液
化
を
主
柱
と
す
る
人
造
石
油
産
業
を
育
成
す
る

国
策
が
と
ら
れ
た
こと
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
液
体
燃
料
対
策
と
し
て
、
人
造
石
油
産
業
の
育
成
が
国
策
と
し
て

採
り
上
げ
ら
れ、
当
時
の
商
工
省
に
も
燃
料
局
人
造
石
油
課
が
設
け
ら
れ、
強

力
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。
人
造
石
油
は
そ
の
方
法
と
し
て
石
炭
液
化
を
包
含
し

て
い
た
の
で、
一般
的
に
は
石
炭
液
化
と
は
い
わ
な
か
った
し
、
公
用
語
も

「人
造
石
油」
が
用
い
ら
れ
た。

「日
本
の
人
造
石
油」
こ
れ
が
浮
び
上
が
っ
た
の
は
昭
和
十
一
年
(一九三

六)
で
、
こ
の
年
に
人
造
石
油
振
興
七
カ
年
計
画
が
立
案
さ
れ、
昭
和
十
二
年
八
月
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第
二
章
工

・
業

北海道人造石油(株)滝川工場の全景

十
日
「人
造
石
油
製
造
事
業
法
」
「
帝
国

燃
料
興
業
株
式
会
社
法
」
が
公
布
さ
れ
積

極
的
に
活
動
を
開
始
し
た
(昭
和十
三
年
一

月
五
日
施
行
)。

日
本
の
水
素
添
加
法
は
海
軍
燃
料
廠
の

研
究
に
始
ま
り、
昭
和
三
年
(一
九二
八)

満
鉄
の
委
嘱
に
よ
り
研
究
が
本
格
化
し
、

昭
和
九
年
(一
九三
四)
ド
イ
ツ
の
技
術
を

模
倣
し
な
い
独
自
の
方
法
で
成
功、
こ
の

海
軍
の
技
術
を
土
台
に
し
て
日
本
の
水
素

添
加
法
の
数
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。

合
成
法
に
つ
い
て
は、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

の
発
表
翌
年
昭
和
二
年
(一九二

七)
京
都

大
学
の
喜
多
研
究
室
で
研
究
が
始
め
ら

れ、
そ
の
後
燃
料
研
究
所、
満
鉄
も
研
究

を
始
め
た。
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
フ
ィ

ッ
シ
ャー
の
研
究
に
次
ぐ
も
の
が
あ
っ
た

が
工
業
化
に
は
遠
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
V
D
I
誌
に
フ
ィ
ッ
シ
ャー

法
工
業
化
の
記
載
を
見
た三
井
物
産
の

渡
辺
四
郎
は、
特
許
権
者
ル
ー
ア
・
へ

ミ
ー
社
と
交
渉、
日
本
で
の
優
先
権
を
確

保
し
た
後、
昭
和
十
年
(一
九三
五)
渡
独

塊コークス
石炭 コークス

コークス炉ガス

余
熱
汽
缶

ふ
る
い
分
け
室

水
性
ガ
ス
炉

ガ
ス
洗
浄
塔

冷
却
塔

発生炉
クスだまり

混合ガス送風機
粉コークス

燃
焼
塔

混合ガス送風機
冷
却
装
置

(
カ
ウ
バ
ー

蓄
熱
塔

冷
却
塔

冷
却
塔

分解ガスだまり0

0)

燃料用ガス
無機イオウ
脱硫装置

冷
却
塔

合
成
ガ
ス

タール ベンゾール
タンク レストガス 送風機

循環ガス洗浄循環油 パ
ラ
フ
ィ 圧縮機配合ベン 製造工場

ゾール 内

减
圧
弁

、
油
吸
収
塔
(
0
塔
)

「
冷
却
塔
(
K
塔
)

中
和
塔
(
L
塔
)

合
成
炉

か
触
媒

触
媒
工
場

アントラセン

-
=

ピッチ

粗トルオール
ベンゾール
精留装置

100%ペンゾール 軽揮発油
モーターベンゾール 重揮発油

自動車揮発油 揮発油 灯 加熱炉
軽油2一号 洗浄循環油 軽

由

油
軽油2二号

配合ディーゼル油工場
重油一号 含鐵油分工 解場

軟パラフィン 蒸留釜

再
蒸
留
塔
(R
塔
)

加
熱
器

整
合
塔
(S
塔
)

加
熱
器

吸
収
油

蒸
留
塔
(
0
塔
)

油
縮

アルカリ
洗浄

、
(留
萌
送
り

潤
滑
油
、原
料
油

ナフタリン ガスだまり

冷
却
器 圧縮機

油
吸
収
塔
(
0
塔
)

冷
却
塔
(
K
塔
)

中
和
塔
(
L
塔
)

分
離
器

合
成
炉

第
二次

分
離
器

第
一次

硫 安

粗
ベ
ン
ゾ
・

レスト

吸
収
塔
(
G塔

ル

メ
タ
ン
分
解
塔

除
じ
ん
器
工 タイゼン

洗浄器硫安製
造装置

吸
収
装
置

ベン
ゾ
ー
ル 有機イオウ

脱硫装置

タンク

循
環
油 窒素

製造工場

タール
蒸留装置
(2)

クレオ
ソート油

べ
、
蒸
留
塔

蒸 ノ
ー
=

水素

パ
ラ
フ

分離槽 2分離槽
洗�油 吸収油
吸収油

送風機 送風機

水性ガスだまり
ガ
ス
炉

コ発
生 1

燃
焼
室

ク
炉ス

コークス炉
ガスだまり

循環送風機
パラフィン パラフィン

単独

滝川工場の石油合成製造工程
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し
て
契
約
に
成
功
し
た
。

(6)ガ
ス
状
オ
レ
フ
ィン
炭
化
水
素
(石
油
分
解
ガ
ス)
及
び
ア
セ
チ
レ
ン
の
重
合
に
よ
る
重

合
ガ
ソ
リ
ン

1)魚
油
そ
の
他
分
解
加
工
に
よ
る
石
油、
潤
活
油
製
造

代
用
燃
料
と
し
て

()エ
チル
ア
ル
コ
ー
ル
、
メ
タノ
ー
ル
発
酵
法

(1)ベ
ンゾ
ー
ル
(3)テ
ト
ラ
リ
ン
(4)膠
質
燃
料

な
ど
が
あ
り、
こ
れ
ら
の
う
ち
単
に
考
案
に
と
ど
ま
る
も
の
も
あ
り
、
製
造

で
き
て
も
量
並
び
に
価
格
な
ど
の
点
で
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

ガ
ス
合
成
法
(フ
イ
ッ
シ
ャー
法、
一九二

五
年)

石
炭
を
い
っ
た
ん〇
+
H
の
混
合
ガ
ス
に
変
え、
この
ガ
ス
を
一～
一〇
気

圧
で
約
二
百
度
C
に
熱
し
た
触
媒
層
を
通
す
と
、
混
合
ガ
ス
が
合
成
さ
れ
石
油

に
か
わ
る
。

操石
炭
を
コ
ー
ク
ス
炉
に
入
れ
て
高
温
乾
留
す
る
と
、
コ
ー
ク
ス
と
コ
ー
ク
ス

炉
ガ
ス
(COG)

及
び
副
産
物
が
で
き
る
。

原料ガス発生炉
コークス炉ガスコークス

ガスタンク

水
蒸
気

◎送風機
脱硫装置
(主として無機イオウ)
脱硫装置
(主として有機イオウ)
第一合成炉
第一コンデンサー 「第一活性炭素装置

性
置

第二合成炉

第二コン
デンサー

揮
発
油揮発油 タ

灯油
航空ディー 一ゼル油
航空潤滑油
┣高級自動車
潤滑油

-硬質
パラフィン
ーその他

フィッシャー・ トロプシュ式石油合成法
の略図

•・
「石
油
人
造
法
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
方
法
及
び
代
用
燃
料

(1)石
炭
あ
る
い
は
褐
炭
の
低
温
乾
留
法

(2)油
頁
岩
の
乾
留
法

法
、
イ
ゲ
ー
法
)

3
石
炭
あ
る
い
は
褐
炭
の
直
接
液
化
及
び
タ
ー
ル
類
の
高
圧
水
素
添
加
法
(ベ
ル
ギ
ウ
ス

4
O
及び
H
の
混
合
ガ
ス
(
コー
ク
ス、
褐
炭
、
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス、
天
然
ガ
ス
等
か
ら
製

造
)
を
原
料
と
す
る
ガ
ソリ
ン
合
成
(フ
ィ
ッシ
ャー
法
)
メ
タ
ノ
ー
ル
合
成、
及
び
ジ

ン
ト
ー
ル
の
合
成

()メ
タン

(天
然
ガ
ス)
から
ベ
ンゾ
ー
ル
類
の
合
成

..

こ
う
し
て三
井
鉱
山
が
大
牟
田
に
建
設
し
た三
井
石
油
合
成
工
場
は、
昭
和

十
五
年
(一
九四〇)

五
月
二
十
九
日
運
転
に
成
功、
続
い
て
操
業
に入
り、
北

海
道
人
造
石
油
合
成
工
場
は
、
帝
国
燃
料
興
業
会
社
の
半
額
出
資
を
中
心
に
資

本
金
七、
〇
〇
〇
万
円
で
建
設
さ
れ、
滝
川
・
留
萌
に
続
い
て
釧
路
が
建
設
準

備
に
入
っ
た
。

こ
の
よ
う
にし
て
、
昭
和
十
七
年
(一九
四二)

十
二
月
八
日、
滝
川
工
場
に

に
お
い
て
初
運
転
に
成
功
し
た
。
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
加
圧
式
合
成
炉
計
画

コバ
ル
ト
触
媒
に
よ
る、

一、
一八
〇
基、
そ
の
う
ち
終
戦
前
ま
で
に
約
六
十
基
が
稼
動
に
入
っ
た
。

ま
た、
別
に
京
都
大
学
並
び
に
自
社
開
発
に
な
る
鉄
触
媒
の
加
圧
式
油
冷
式

合
成
炉
も
実
用
試
運
転
に
入
り、
良
好
な
成
績
を
あ
げ
て
い
た
。

終
戦
ま
で
製
造
し
た
人
造
石
油
は、
滝
川
工
場
だ
け
で
も
約三
万
ト
ン
に
達

し
戦
争
末
期
の
海
軍
艦
艇、
特
に
潜
水
艦
と
陸
軍
の
戦
車
は、
一部
で
は
あ
る

が
人
造
石
油
の
デ
ィー
ゼ
ル
適
性
を
生
か
し
て
運
転
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
ど
に
利
用
)

残
ガ
ス
(
加
熱
用
、

航
空
揮
発
油

ポ
リ
マ
ー

軽
揮
発
油
タ
ン
ク

ガ
ゾ
ー
ル

二
素
活
性
炭
素

活
装

第
炭
,

「
原
生
油
タ
ン
ク
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こ
の
コ
ー
ク
ス
あ
る
い
は
石
炭
を
水
性
ガ
ス炉
に
お
い
て
赤
熱
し、
水
蒸
気

と
作
用
さ
せ
てい
と
5
との
水
性
ガ
ス
を
作
る
。
一方
C
O
G
を
ク
ラ
ッ
キ
ン

グし
て、
い
と1.と

の
分
解ガ
スを
作
る
。

こ
の
原
料
ガ
ス
中
のい
と
5
の
割
合
を
適
当
に
調
整
し
て
ガ
ス
洗
浄
装
置
を

経
て、
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
触
媒
毒
を
完
全
に
除
去
し
た
後、
合
成
炉
に
送
り

込
む、
合
成
炉
で
は
前
記
の
条
件
下
に
ガ
ス
が
触
媒
の
作
用
を
受
け
て
合
成
石

油
ガ
ス
と
な
る
。
これ
を
冷
却
す
る
と
無
色
透
明
の
合
成
石
油
の
原
油
が
得
ら

れ
る
。
残
っ
た
ガ
ス
は
工
場
内
熱
源
の
燃
料
と
す
る
。
分
離
し
た
重
質
油
並
び

に
軽
質
油
は
蒸
留
し
て
各
種
の
石
油
製
品
と
な
る
。

石
油
合
成
法
(石
炭
の
間
接
液
化
法
)

一九
二
三
年
(大
正
十三
)
フ
ラ
ン
ツ
・フ

ィ
ッ
シ
ャー
と
ト
ロ
プ
シ
ュ
は

鉄
族
系
の
触
媒
を
使
っ
て
一〇

○
～
一
二〇
気
圧
、
四
〇
〇
～

四
五
〇
度
じ
で
高
収
率
を
も
っ

て
炭
化
水
素
(ジ
ント
ー
ルと
名
づ

け
た)
ア
ル
コ
ー
ル、
ア
ル
デ

ヒ
ド、
ケ
ト
ン、
有
機
酸
な
ど

の
混
合
物
から
液
体
燃
料
を
得

た
。一九
二
五
年、
両
氏
は
適
当

な
触
媒
の
使
用
に
よ
り
、
常
圧

下
二
〇
〇
～
二
五
〇
度
C
に
お

い
てい
+H
混
合
ガス
か
ら、

石炭 粉コークス粉炭 162トン/日|',900トン/日 70万トン/年

骸 炭 炉
90室

プロデュー サ ー

ガス発生炉
162トン/日

ガ ス
骸炭 1,292トン/日(石炭68%)

骸炭ガス63万5,000m’ 骸炭 1,130トン副産物工場 (石炭トンあたり・
副産物 335m2) メタン分解装置

21万m'

3基 水性ガス発生炉
能力骸炭 100トン12基

分解ガス 水性ガス 152万5,000ml
硫 軽 70トン/日 292万 メタン分解用燃料

5,000m'安
………...

油
………..

アン
ト
ラ
セ
ン
、7

ー
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
23

ツ
チ
ー
44 上
5

メタン 残ガ スメタン
トン/日トン/日トン/日

圧縮機35,000ml
×5基 ×24 分 解 分解用燃料

330万m2(H2+CO)

石炭 160基× 3万m2蒸気汽缶
一

残ガス
20万m2

残ガス
50万m2
(2,700kcal)凝縮分離装置

残ガス
70万m2分留装置

7 T
デ 高 灯1

1

ゼ速
ル 油油

155g

30 20

合成ガス 〔g/m2〕
465t

15 30 90 60

270一 日生産量〔トン/日〕
0.880.500.82 0.750.70 比重

385一 日生産量[kg/日〕k�

14,600kg:6,500kg:10,000' 6,200kg 40,000kg:140,500kg
2,500kg 8,400kg7,500kg 22,000kg 29,000kg

計25,900kg 計237,700kg

滝川工場の製品と生産量

液
状
炭
化
水
素
が
合
成
さ
れ
る
こ
と
を
発
見、
今
日
の
石
油
合
成
法
の
端
緒
を

開
い
た
。

な
お、
滝
川
に
お
け
る
製
造
実
績
で
、
石
炭
単
位
が
非
常
に
悪
く
出
て
い
る

が
(理
論
値
で
石
油一
トン
に
対
し
石
炭
約
五～
六
トン
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
約
十
～
十

二
トン
消
費し
た)、

こ
れ
は
稼
働
合
成
炉
数
が
少
な
い
た
め、
完
成
す
れ
ば
厳
寒

期
で
も
十
分
賄
え
る
合
成
炉
の
発
熱
に
よ
る
工
場
全
般
の
加
熱
運
転
が、
熱
源

不
足
で
ボ
イ
ラ
ー
の
応
急
増
設
な
ど
で
加
熱
に
ま
わ
った
石
炭
の
量
が
分
子
に

加
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
限
り
に
お
いて
非
難
さ
れ
て
も
や
む

を
得
な
い
が、
大
局
的
に
は
ナン
セ
ン
ス
な
非
難
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い。

第二
章
工

業

ーベ
ン
ゾ
ー
ル
---------

パ
ラ
フ
ィ
ン
-
1
5

ーガ
ゾ
ー
ル・
1

一揮
発
油

品

安
:

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
・・

一
軽・ 硫ピ

ッ
チ
ャ

ナ
フ
タ
リ
ン
・

油
…

計

650kg

15 60

110

80

年産高

計 23,600kg

T タール 140万m2 合成ガス

-
1ナ
フ
タ
リ
ン

無機脱硫装置 脱硫用燃料

有機脱硫装置18 235
トン/日トン/日トン/日

300万m3合 成 炉

1,295トン/日
石炭対68%ー

ベ
ン
ゾ
ー
ル……….

78

人造石油の初出荷(貨車の中に積み込んだ所)
昭和17年12月21日
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生産予定並びに実績表

北海道人造石油株式会社滝川事業所作業部工務課

(昭和19年7月至昭和19年8月)

工 場 名 摘 要 単 位 7月予定 7月実績 8月予定 記 事

運転日数

31 31 31
石炭装入炉数

日
本

t
umB

1,240
18,600

1,316
19,906.380

6,967,233
12,939.147

18,600
C.O.G発生量
コー クス生産量 t 12,090 12,090
25mm以上コークス量

七 t
. 8,370 8,370

25～5mmコー クス量 t 2,790 2,790
5mm以下コー クス量

t
. 930 930

加熱用C.O.G量 m 326,000 350,100 326,000

発
生
炉
瓦
斯

工
場 運転日数

運転炉数

日
炉

t
m

休
転
中

休
転
中

休
転
中

副
産
物
工
場

硫安工場運転日数
硫安生産量

³

日
t
日 167 185,400 186

ベンゾール工場運転日数

31 31

31

粗ベンゾール処理量

Kl 151 220.463 167
タール工場運転日数

31 31 31

タール処理量 835 840 835

運転日数

31 31 31

運転炉数

3 3 3

コー クス使用量
W.G発生量

W.G
組 成

CO % 32 30.3

32

H2 % 52 53.7

52

運転日数

㎡
㎡

日
炉

31 31 31

運転炉数

1 1 1

燃料用C.O.G 量

m® 348,700 223,480 460,000
分解用C.O.G量 m 1,395,000 1,850,000
C.G発生量 3m 2,232,000

1,778,500
3,099,800 2,976,000

C.G

組 成

CO % 14 16.4

14

H2 % 68 67.9 68

混 運転日数
運転ブロワー数
S.G量

日
台
㎡Ⅲ 9,672,000 9,292,400 11,160,000

合合

室

S.G

CO % 27 27.7

27

組 成

H2 % 54 56.2

54

S.G純度

% 81 82.8

81

H2/co比率 2 2.03

2

脱 運転日数
無機運転塔数

日
塔
塔

31 31 31

3 3 3

合 有機運転塔数

2 2 4

日
も
一日

炉
t
Ⅲ 5,723

7,440,000
5,167.319
7,347,200

6,290
8,184,000部
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瓦 コー クス使用量
P.G発生量

31 29 31

斯

水
性
瓦
斯
工
場

門

瓦
斯
分
解
工
場

31

1 1 1 1

31 31

1,240
原料炭使用量

6,510,000 6,510,000

コー
ク
ス
炉
工
場

3



成
部
門

硫
工
場

硫
黄
含
量

無機脱硫前
有機脱硫前
有機脱硫後

g/100m3 130 93.01 130
7g/100m3

g/100m3 0.2 0.10 0.2

31
運転炉数 13+(3)

13 16+(3) ( )ハ予備ヲ示合合

触媒充填スベキ炉数

4 3 3

触媒取出炉数

4 2 0

業 合

触媒所要数 (翌月使用)

8 4

S.G量 m3/h 12,000 11,144

8,291,655
15,000

11,160,000H 総ガス量 m 8,928,000
8 7.8

9

場

収縮率

% 40 40.4

40

収油率 cc/m3
50 55.3

65

成

運転率 %
90 90

L.K.O運転日数

日 31 31 31

粗油生産量

kl

400 467 650
フ ォスター 運転日数

日 4 0 5

同張込原油量
kl 300 0 600

真空蒸溜缶運転日数
日

31

7 31

同張込原油量
kl 372 55.10 250

溜
出
物

洗滌油

kl 344 48.00 225

粗炉パラフ ィン

kl 27 5.20

13

運転日数 ㎡
日 13 31 13

R.G使用量

m3 40,000 33,440 40,000
窒素瓦斯発生量

mª 50,000 50,100 50,000

運転日数

㎡
㎡

日 12 12 12

R.G 使用量 m 125,000 99,250 125,000
水素瓦斯発生量

3m

30,000 30,000
瓦斯純度

% 97

26,339
952

97

配
合
油
工
場

運転日数

日 10 16 10

軽油乙一号生産量

kl 50 0

100

軽油乙二号生産量

kl 78 0

150

重油一号生産量

kl 0

58.20 0

運転日数

10 10

鉄使用量 0.8

硝酸使用量

4 4

鉄触媒生産量 2.5 2.5

加
圧
工
場

運転日数
運転基数

日
基
3

m
kg/cm

8,928,000
8

16,285,180
8

22,320,000
9

運転日数

日
基 31

31 31

運転基数 2 1.87

2汽
缶

室

一般工 場用 t 27,528 25,171 27,528
加圧工場用 t 20,460 15,231 19,400

計 t 47,988 40,402 46,928

石炭使用量 t 8,000 6,724 7,800

ス10 12 10
再生炉数

日
炉
炉
炉
炉
炉

31 31

第
二
章
工

門

窒
素
工
場

水
素
工
場

研
究

部
門

触
媒工
場

日
t

t
3m

日
t

t
ml

31
1

31
1

31
1

加圧瓦斯 量
吐出圧力

機
械

部
門

219

部

溜
縮

工
場

合成圧力 kg/cm2

成

運転日数

7 1.79

量

蒸
気
発
生

0.8
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(昭
和
19年
10月

5
日
調
)

摘

要

単位

4
月

5

月

6

+月

7

月

8

月

9

月

計

・平

均

原
料
炭
使
用
量

t/ 月
18,000

18,575
18,600

19,317
15,000

16,523
18,600

19,906
18,600

18,388
18,000

17,100
106,800

109,809
17,666

18,301

合
成
工
場
運
転
日
数

日
20

29
31

31
24

24
31

31
31

30
30

29
167

174
27.8

29

運
転
炉
数

炉
/日

10
10

10
12

11
10

13
13

16
19

16
20

76
84

12.6
14

S.
G
量

m3/
h

9,000
8,571

10,000
12,350

11,000
11,400

12,000
11,144

15,000
14,500

15,000
12,666

72,000
70,631

12,000
11,771

瓦
斯
純
度

%
81

80
81

79.8
81

80.1
81

82.8
81

81
81

80.2
486

483.9
81

80.6

合
成
圧
力

kg/cm
4.5

5.5
7.5

7.8
8

8.3
8

7.8
9

7.5
9

7.7
46

44.6
7.6

7.4

収
縮
率

%
30
35.3

40.0
38.1

40
35.5

40.0
40.4

40
49.6

40
48.9

230
247.8

38.3
41.3

収
油
率

c.c/m3
30

49
60

64.5
65

60.1
50

55.3
65

69.1
65

69.8
335

367.8
55.8

61.8

総
瓦
斯
量

4,320,0006,171,0007,440,000
10,210,0006,336,000

6,301,000
8,928,000

8,291,000
11,160,000

10,757,000
10,810,000

9,120,000
48,994,000

50,850,000
8,165,666

8,475,000

触
媒
充
塡
炉
数

炉

4

0

4

4

4

3

4

3

4

2

4

0

24
12

4

2

触
媒
取
出
炉
数

炉

4

2

4

4

4

3

4

2

0

1

4

4

20
16

33
26

粗
油
生
産
量

k
l

116
302

400
580

400
304

400
467

650
670

650
629

2,616
2,952

436
492

人
白
揮
生
産
量

k
l

300
300

350
350

350
350

250
350

355
355

350
350

1,955
2,055

325
342

軽
油
乙
一
号
生
産
量

kl
50

0
50

0
50

150
150

150
50

50

軽
油
乙
二
号
生
産
量

k
l

140
120

105
105

78
0

150
115

180
199

653
539

130.6
107.8

重
油
一
号
生
産
量

k
l

0
76

90
144

0
58

0
50

0

0

90
328

18
656

粗
ベ
ン
ゾ
ー
ル

k
l

54
57

165
168

120
162

151
220

167
184

180
183

837
974

139
162

タ
ー
ル

t
810

1,005
930

878
675

760
835

1,002
835

921
900

1,166
4,985

5,731
830

955

硫
安

t
100

97
186

114
130

57
167

185
167

119
162

129
912

701
154

116

備
考
(1)
予
定
及
実
績
ノ
数
値
ハ
小
数
点
以
下
切
捨
ト
ス

(2)
昭
和
19年

4
月
～
9
月
ノ
製
品
合
計
3,073kl ナ

リ
(3)
6
月
ノ
粗
油
予
定
=
対
シ
生
産
少
ナ
キハ
新
触
媒
入
手
予
定
ノ
如
ク
ナ
ラ
ザ
リ
シ
タ
メ
活
性
減
退
セ
ル
触
媒
使
用
シ
合
成
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ニ
ヨ
ル
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予
定
実
績
予

定
実

績
予
定
実
績
予

定
実
績
予
定
実

績
予
定
実
績
予
定
実

績
予
定
実
績



(5)
(4)
9
月
ノ
粗
油
予
定
=
対
シ
生
産
少
ナ
キハ
汽
缶
ノ
故
障
及
停
電
等
=
基
因
ス

硫
安
ノ
生
産
予
定
=
対
シ
生
産
実
績
少
ナ
キ
ハ
硫
酸
ノ
入
手
不
円
滑
及
飽
和
器
ノ
切
換
等
ニ
ヨ
ル

人
石
マ
ン

敗
戦
の
色
濃
く
な
っ
た
昭
和
十
九
年
の
月
報
に
は
、
陸
・

海
軍
の
生
産
命
令
数
量
に
対
し、
工
場
か
ら
の
払
い
出
し
実
績
量
は、
完
遂
と

い
う
よ
り
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
事
を
み
て
も
、
従
業
員
全
員
の
意
気
け
ん
こ
う

振
り
と
、
祖
国
日
本
必
勝
の
念
願
に
燃
え
た
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
い
知
ら
れ

る
。当
時、
工
場
の
人
員
構
成
は、
事
務
職二
一
三
人
、
技
術
職
の
中
、
大
学
卒

一五
人
、
専
門
学
校
卒
五
三
人
、
旧
制
中
等
卒
一
六
八
人、
男
子
工
員
七
二三

人、
計
一、
一七二

人
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
の
広
大
な
構
内
の
各
工
場
現
場
の
ス
タ
ッフ
は、
わ
ず
か三
〇

歳
代
の
人
が
多
く
、
それ
を
側
面
か
ら
支
え
て
い
た
大
き
な
力
は
、
多
く
の
養

成
工
と
女
子
の
徴
用
工、
そ
し
て
動
員
学
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を、
見
の
が
し
て

は
な
ら
な
い
。

化
成
工
場
の
ベ
ン
ゾ
ー
ル
の
に
お
い、
タ
ク
マ
ボ
イ
ラ
ー
の
力
溢
れ
る
水
蒸

気
の
音、
石
狩
寮
・
空
知
寮
・
旭
寮
そ
し
て
女
子
寮
で、
親
の
元
か
ら
離
れ
て

ひ
た
す
ら
国
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
た
若
い
人
たち
、
東
大、
日
大、
室
蘭
工
専

(現
室工
大)
の
学
生、
苫
小
牧
工
業
(現苫

工高)
滝
川
高
女
(現
滝高)

の
ま
だ

一五、
六
歳
の
生
徒
た
ち、
こ
れ
ら
の
学
徒
は
動
員
に
よ
っ
て
生
産
部
門
に
各

種
分
析
部
門
で、
学
業
を
あ
と
に、
ひ
た
す
ら
生
産
増
強
の
道
を
歩
み、
陰
の

大
き
な
力
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
。

第
二
章

工
業

(資
料
提
供
滝
川
工
業
高
等
学
校
教
諭
遊
免
富
男)

軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
の
が
昭
和
十
九
年
一
月
十
七
日
で
あ
っ
た
か
ら
、

終
戦
と
い
う
現
実
を
迎
え、
短
命
な
会
社
と
し
て
終
わ
っ
た
人
石
も、
そ
の後

滝
川
化
学
と
し
て
再
建
を
図
り、
労
使
が
全
空
知
の
炭
鉱
労
組
を
訪
れ
る
な

ど
、
原
料
炭
の
獲
得
に
奔
走、
硫
安
や
ガ
ス
そ
の
他
新
製
品
の
開
発
に、
研
究

陣
も
現
場
も
奮
闘
し
た
が、
そ
れ
も
空
し
く
、
巨
大
な
ス
クラ

ップ
に
解
体
さ

れ
幻
の
工
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
跡
地
に
は、
当
時
を
し
の
ぶ
「人
石
記
念
塔
」
が
そ
の
名
残
を
止
め
る

が
往
時、
人
石
を
支
え
た
数
多
き
若
き
力
の
結
集
こ
そ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

人
石
工
場
群
像

○
コ
ー
ク
ス工
場
南
側
に
は
約
一
ヘ
ク
ター
ル
の
操
炭
場
と
支
間
三
〇
メ

ー
ト
ルの
ブ
リ
ッジ
ク
レ
ー
ンを
備
え、
延
長
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
下
式
操

炭
場、
そ
れ
よ
り
地
上
へ出
て
約三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
傾
注
コ
ン
ベ
ヤ
ー
施

設
、
途
中
石
炭
粋
粉
場
を
経
て
コー
ク
ス
炉
へ
と、

一
連
の
原
料
炭
操
作
設
備

が
な
さ
れ
て
い
た
。

コー
ク
ス
炉
は
オ
ッ
トー
式
と
呼
称
さ
れ
る
型
の
も
の
で、
第
一
期
工
事
と

し
て
計
画
の二
分
の
一
の
四
〇
炉
が
完
成、
基
礎
工
事
は
第二
期
分
ま
で
完
成

し
、
一日
の
石
炭
処
理
能
力
は
六
八
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。

○
副
産
物
工
場
こ
の
工
場
前
に
は
容
量
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
コー
ク
ス

ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
及
び
リ
ン
ガ
ス
ホ
ルダー

等
を
備
え、
硫
安
工
場、
ベン
ゾー

ル
工
場、
ター
ル
工
場、
アン
ソ
ラ
セ
ン
工
場、
ナ
フ
タ
リ
ン
工
場
と、
終
戦

後
も
滝
川
化
学
と
し
て
再
建
を
続
け
た
工
場
の
一群が

あ
る
。
ター
ル工
場
は
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八
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産
業
・
経
済

建
坪
面
積
は
小
さ
い
が、
工
場
内
で
一
番
高
い
建
物
で、
五
〇
メ
ー
ト
ル
は
あ

っ
た
。

○
水
性
ガ
ス工
場
第
一
分
解
ガ
ス
ホ
ルダ
ー、
水
性
ガ
ス
ホー
ダ
ー
に
続

い
て
建
物
の
長
さ
一
五三
・
六
三
二
メ
ー
ト
ル、
幅
二
二
・
四
〇
二
メ
ー
ト

ル、
第
一
期
分
と
し
て
全
体
計
画
の二
分
の
一の
建
坪三
、
四
四
三
平
方
メ
ー

ト
ルの
高
さ
七
階
建
鉄
骨
造
の
工
場
で
あ
る
。

○
カ
ウパ
ー
工
場
この
工
場
は
約
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
機
械
室
の

ほ
か
は
、
巨
大
な
コ
ッパ
ー
ス
式
と
よ
ば
れ
る
煉
瓦
積
の
ガ
ス分
解
装
置
の
工

場
で
あ
っ
た。

○
脱
硫
工
場
建
物と
し
て
は
八
五〇
平
方
メ
ー
ト
ル程
度
の
ブ
ロ
ワー
室

が
中
央
に
あ
っ
て、
有
機
脱
硫
と
無
機
脱
硫
に
分
か
れ
て
い
る
工
場
で、
南
側

カ
ウ
パ
ー
と
の
間
を
、
ボ
イ
ラー
工
場
へ
の
石
炭
搬
入
側
線
が
布
設
さ
れ
て
い

た
。○
合
成
工
場
二
丁
目
正
門
か
ら
入
っ
て
線
路
を
踏
み
き
っ
て
左
側
の
一
番

大
き
な
建
物
で
奥
行
一
七
五
・
七二
五
メー
ト
ル、
幅
三
四
メ
ー
ト
ル、
建
坪

約
一
千
八
百
坪
の工
場
の
中
に
は、
南
北
両
側
に
二
本
の
鉄
道
が
一
五
〇
メー

ト
ル
奥
ま
で
布
設
さ
れ
て
い
た。
合
成
工
場
は
石
油
に
な
る
組
成
の
ガ
ス
が
、

こ
の
工
場
で
合
成
炉
の
コバ
ル
ト
触
媒
を
通
し
て、
こ
こ
で
は
じ
め
て
油
に
な

る
こと
に
な
っ
て
い
た
。

○
溜
縮
工
場

○
蒸
溜
工
場
二丁
目
通
路
か
ら
北
側
の
油
に
な
っ
て
か
ら
処
理
さ
れ
て
い

く
そ
れ
ぞ
れ
の工
場
群
は、
今
の
石
油
コ
ンビ
ナ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
高

い
鉄
塔
と
パ
イ
ピ
ン
グ
を
含
め
て
の
一
連
の
工
場
で
あ
っ
た
。

付
随
し
た
工
場
関
係
の
設
備・
建
物
‒

○
ボ
イ
ラ
ー
工
場
建
坪
一
、
七三
九
平
方
メ
ー
ト
ルの
鉄
骨
造
建
家
の
な

か
に
蒸
気
発
生
量
毎
時三
五
トン
、
タ
ク
マ式
水
管
ボ
イ
ラ
ー三
基
を
据
付
け

全
工
場
の
蒸
気
を
賄
っ
て
い
た
。

○
電
気
開
閉
所
受
電
容
量
七、
〇
〇
〇
K
V
A
と
記
録
さ
れ
て
い
る
能
力

の
施
設
で、
こ
の
電
気
開
閉
所
よ
り
各
工
場
群
の
変
電
室
ま
で
の
送
電
方
法

は、
総
て
地
下
埋
設
の
送
電
ケー
ブ
ル
に
よ
っ
た
も
の
で、
工
場
内
の
道
路
わ

き
に
は
電
柱
の
立
ち
並
ぶ
姿
も、
不
気
味
に
垂
れ
下
る
高
圧
線
も
み
な
か
っ

た
。○
給
水
設
備
給
水
工
事
は(1)一

般
用
水
(冷
却及
び
洗滌
用
水)
2
飲
用
及
び

ボ
イ
ラ
ー
用
水
6)消
火
用
水
の
三
つ
に
区
分
し
た
三
系
統
の
水
道
管
が
並
列
し

て
全
構
内
に
布
設
さ
れ
て
い
た
。

(1)は
水
源
を
石
狩
川
に
採り
、
取
水
量
毎
時
五、
七六
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

を
、
地
下
三
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
埋
設
さ
れ
た
直
径
一
、
〇
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
水
道
管
を
通
し
て
加
圧
送
水
し
、
工
場
構
内
に
入
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
管
径

に
落
し
給
水
し
た
。

(2)は
当
時
最
新
式
の
急
速
炉
過
装
置
を
設
け
て
、
毎
時二
百
立
方
メ
ー
ト
ル

余
の
給
水
能
力
を
有
し
、
こ
の
給
水
能
力
は
当
時
の
計
画
給
水
量
と
し
て
は
十

万
都
市
を
賄
え
る
量
の
も
の
で
あ
っ
た
。

(3)は
電
気
開
閉
所
の
北
側
に、
自
動
加
圧
式
消
火
ポ
ン
プ
室
を
設
け、
揚
程

七〇
メー
ト
ル、
毎
時二
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
消
火
給
水
を
独
立
配
管
し、

各
工
場、
各
階
の
消
火
栓
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
。

○
排
水
設
備
工
場
の
排
水
設
備
計
画
は、
工
場
排
水
量
毎
時
九、
〇
〇
〇
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う
ら
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ぷ
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第
一
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山
隆
起
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立
方
メ
ー
ト
ル
に
雨
水
排
水
量
は
毎
時三
、
二
四
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
と
っ

た
。
施
設
は
各
工
場
間
を
東
よ
り
西
に
向
か
っ
て
流
出
量
に
合
わ
せ
た
埋
設
管

路
と
し
、
総
延
長
約
三
キ
ロ
メー
ト
ル
が
布
設
さ
れ
た。

○
鉄
道
側
線
国
鉄
滝
川
駅
構
内
よ
り
約二
キ
ロ
メー
ト
ル
の
専
用
側
線

で、
昭
和
十
四
年
着
工
当
初
に
完
成
を
み
て、
そ
の
後
建
設
資
材
の
直
送
に
充

て
ら
れ
たも
の
で
、
建
設
の
進
歩と
合
わ
せ、
構
内
側
線の
増
設
延
長
に
よ

り
、
終
戦
時
に
は
側
線
総
延
長
は
一二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
た
。

厚
生
施
設
一‒

○
洪
基
館
(劇
場)
○
為
徳
殿
(武
道
場)
〇
白
滝
荘

石
油
合
成
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
法
の
指
導
者
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
技
師
ブ
ー
ゼ
ら
が
住
ん
で
い

た
洋
館
建
で
庭
園
と
テ
ニ
ス
コー
ト
を
備
え
て
い
た
。

○
豊
滝
神
社

現
在
泉
町
児
童
公
園
に
あ
る
神
社
で
、
東
京
大
角
力
横
綱

照
国
一
行
百
余
名
を
迎
え、
地
方
巡
業
場
所
を
開
い
た
こ
と
も
あ
っ
た。

○
人
石
病
院
こ
の
病
院
を
知
る
人
も
少
な
い
と
思
う
が、
現
在
の
中
央
病

院
の
所
に
建
設
を
企
画、
表
側
本
館
の
基
礎
を
完
成、
建
家
の
軸
組
と
野
地
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
終
戦
を
迎
え
、
人石
の
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
さ

ず
終
わ
っ
た
。

○人
石
記
念
塔
(別
記)

○
社
宅
建
設
人
石
当
時
の
社
宅
街
呼
称
は、
東
雲
町
社
宅、
旭
ヶ
丘
社

宅
、
滝
泉
台
社
宅
の
三
地
区
に
な
っ
て
い
た。
東
雲
町
に
は
白
滝
荘
の
ほ
か
北

親
荘、
石
狩
寮、
同
別
寮、
旭
ヶ
丘
に
は
洪
基
館、
為
徳
殿
の
ほ
か
配
給
所、

浴
場、
給
水ポ
ン
プ
室、
駐
在
所、
郵
便
局。
滝
泉
台
に
は
物
資
配
給
所
、
浴

場、
焼
失
し
た
が
総二
階
建
て三
棟
の
独
身
寮
な
ど、
終
戦
時
の
社
宅
総戸
数

第
二
章
工

業

八
百
数
十
戸
を
数
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

北
炭
機
械
工
業
株
式
会
社
滝
川
工
場

昭
和
十
三
年
八
月、
北
海
道
人
造
石
油
株
式
会
社
の
位
置
決
定
と
同
時
に、

夕
張
製
鋼
製
作
所
滝
川
第
三
工
場
の
設
定
が
決
定
し
て、
た
だ
ち
に
民
有
地
四

○
町
歩
を
買
収
し、
昭
和
十
五
年
四
月
建
設
工
事
に
着
手
し
、
同
年
十
一
月
三

十
日
完
成
操
業
に
着
手
し
た
。

こ
の
工
場
は、
隣
接
の人
造
石
油
製
造
に
要
す
る
各
種
の
機
械
及
び
鉱
山
用

の
諸
機
械
の
製
作
並
び
に
修
理
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
一
日、
太
平
洋
戦
争
は
日
増
に
し
烈
を
加
え、
夕
張
の
第

二
工
場
(夕張

町日
吉)
は
軍
需
工
場
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
き
て
、
炭
鉱
機
械

の
製
作
修
理
に
専
念
で
き
な
く
な
っ
た
た
め、
北
炭
の
要
請
に
応
え
て
設
備
の

一
部
を
滝
川
工
場
及
び
そ
の
他
の工
場
に
移
設
し
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
一
日、
軍
需
省
監
督
工
場
に
指
定
さ
れ、
十
二
月
一日
か

ら
そ
の
方
面
の
操
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
は
、
学
徒
動
員
そ
の
他
徴
用
で
従
業
員
三
五
〇
名
を
こ
え
、
産
業
報
国

の
精
神
に
燃
え
当
作
業
所
の
全
盛
時
を
現
出
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日、
終
戦
と
と
も
に
軍
需
品
の
生
産
を
全
面
的
に
停

止
さ
れ
虚
脱
状
態
と
な
り
、
同
年
十
一
月
一
日
生
産
再
開
の
見
通
し
立
た
ず
大

量
の
人
員
整
理
を
断
行
し
た
。同
年
十
一
月
八
日
労
働
組
合
結
成、十

二
月
二
十

四
日
社
長
打
越
光
保
辞
任、日

本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
長
前
川
清
社
長
就
任、賠

償
指
定
か
ら
解
除、
民
需
生
産
許
可
な
ど
が
あ
り
、
昭
和
二
十
二
年
三
月、
炭

鉱
機
械
製
造
中
央
指
定
を
受
け、
十二
月
全
国
第
一
位
の
優
秀
工
場
表
彰
を
受

•
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昭
和
二
十
四
年
六
月
八
日
、
ド
ッヂ
・
イ
ン
フ
レ
防
止
の
税
制
改
革
に
よ
っ

て、
全
国
的
経
済
界
不
況
の
波
に
抗
し
き
れ
ず
、
極
端
な
受
注
減
と
金
融
難
に

陥
り、
企
業
整
理
の
た
め
約三
分
の
一の
人
員
整
理
を
断
行、
六
月
十
四
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
の
約
二
週
間
に
わ
た
る
労
働
争
議
と
な
っ
た
。

昭
和二
十
七
年
六
月
操
業
停
止、
八
月
破
産
宣
告
と
な
っ
た
滝
川
化
学
の
滝

川
駅
か
ら
の
側
線
を
補
修
し
て
使
用、
昭
和
二
十
九
年
九
月二
十
六
日
の
台
風

十
五
号
に
よ
り、
被
害
甚
大
で
作
業
停
止
と
な
り
一
時
は
再
起
不
能
か
と
思
わ

れ
た
が、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
復
旧
す
る
に
至
っ
た
。

昭
和
三
十
年
七
月
一
日、
北
炭
と
の
計
算
尻
整
理
の
た
め、
滝
川
作
業
所
及

び
付
属
施
設
い
っ
さ
い
を
北
炭
に
譲
渡
し
、
三十
四
年
八
月
十
二
日
ま
で
滝
川

作
業
所
の
全
施
設
を
賃
借
の
上
操
業
し
た。

北炭機械工業(株)滝川工場

昭
和
三
十
四
年
八
月
五
日、
北
炭
か

ら
賃
借
操
業
の
滝
川
作
業
所
の
返
還
を

受
け
、
そ
の
後
長
期
資
金
借
入
れ
に
よ

る
設
備
改
善、
高
度
の
合
理
化
計
画
を

も
っ
て
進
め
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
年

四
月
、
北
炭
機
械
工
業
株
式
会
社
と
な

り
総
合
機
械
メー
カー
と
し
て
、
コ
ン

ク
リー
ト
二
次
製
品
用
機
械、
建
設、

化
学
工
業
機
械、
運
搬
機
械
な
ど
を
営

業
し
て
い
る
。

第
七
節
発
電
・
ガ
ス

第一期工事に着手

北
海
道
電
力
株
式
会
社
滝

川
発
電
所
(泉
町
一三
五
)

滝
川
唯
一
の
大
企
業
人
造
石
油

工
場
の
撤
去
に
よ
り、
沈
滞
し

て
い
た
滝
川
に
大
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
は、
市
民
多
年
の
念

願
で
あ
っ
た
が、
遂
に
そ
の
熱

願
が
か
な
い
こ
こ
に
総
工
費
一

四
七
億
円
を
投
じ
、
出
力
毎
時

二
二
万
五、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
い
う
当
時
に
し
て
は、
全
道
一
の
規
模
を

誇
る
北
電
火
力
発
電
所
の
誘
致
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
三
年三
月
、
滝
川
市
字
栄
町
日
本
通
運
滝
川
支
店
内
に
仮
事
務
所

を
開
設
し
、
旧
人
造
石
油
工
場
跡
地
約
十
九
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
(六
万
坪)

に
発
電
所
本
館
第
一
期
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。

電
力
需
要
の
急
激
な
伸
び
に
対
し
て
、
北
電
は
常
に
安
定
し
た
電
力
を
供
給

し
て
いる
が、
当
時
も
道
内
産
業
の
発
展
に
伴
う
飛
躍
的
な
需
要
増
加
に
対
し

て、
供
給
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め、
電
源
開
発
五
ヵ
年
計
画
を
た
て、
そ
の

一
環
と
し
て、
当
滝
川
発
電
所
の
建
設
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
発
電
所
は
幾
多
の
新
方
式
設
計
を
取
入
れ
た
最
新
鋭
の
火
力
発
電
所
で、
当

時
の
水
・
火
力
発
電
所
の
中
で
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
火
力
発

224



電
所
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
出
力
・
蒸
気
条
件
が
飛
躍
的
に
高
い
ば
か
り
で
な

く、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
常
時
運
転
で
き
る
高
度
の
信
頼
性
を
持
っ
た
設
備
の

発
電
所
で
あ
っ
た
。

土
木
と
建
築
の
主
工
事
は、
大
成
建
設
が
進
め、
発
電
機
関
関
係
は、
一期

工
事
を
昭
和
三
十
三
年
五
月
に
着
手、
ボ
イ
ラ
ー
設
備
関
係
を
バ
ブ
コ
ッ
ク
日

立
で
行
い、
ター
ビ
ン
発
電
機
設
備
は
日
立
製
作
所
が
施
工、
三
十
五
年
五

月
、
七
万
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
開
始
し
た
。

一
期
工
事
と
併
行
し
、
二
期
工
事
を
一
年
後
に
着
手、
主
要
機
器
の
ボ
イ
ラ

ー
設
備
は
石
川
島
播
磨
重
工
業、
ター
ビ
ン
発
電
機
設
備
を
東
京
芝
浦
電
気
で

進
め
ら
れ、
昭
和
三
十
六
年
七
月、
七
万
五、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
機

が
始
動
し
た
。

さ
ら
に
、
電
力
需
要
に
対
処
す
る
た
め
昭
和
三
十
五
年
六
月
、
三期
工
事
が

増
設
と
し
て
行
わ
れ
(主
要
機
械、
発
電
設
備
は
一
号
機
と
同
様
各
会
社
が
担
当)
昭
和
三

十
七
年
三月

に
は、
最
終
出
力
二
二
万
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
火
力
発
電

所
が
完
成、
当
時
で
は
全
道
の
消
費
す
る
電
力
総
量
の
四
分
の
一
を
占
め
る
と

い
う
最
新
鋭
の
火
力
発
電
所
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
後、
技
術
革
新
に
よ
る
諸
装
置
の
改
良
並
び
に
時
代
の
推
移
に
伴
う
環

境
保
全
設
備の
強
化
な
ど
変
遷
し
つつ
、
完
成
後二
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と
す

る
老
朽
化
を
迎
え
る
発
電
所
で
あ
る
が、
現
在
で
も
北
電
の
重
要
な
中
堅
火
力

発
電
所
と
し
て
運
転
を
続
け
活
躍
し
て
い
る
。

1
本
館
建
物
高
さ
最
高
四三
・
五
メー
ト
ル
(九
階
建)
容
積
二
〇
万
立
方
メ
ー
ト

ル、
東
西
五
七
メ
ー
ト
ル、
南
北
一
一九
・
五
メー
ト
ル
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

管
理
事
務
所
東
西
五
三
・
四
メー
ト
ル、
南
北
一
四
・
四
メ
ー
ト
ル
、
三
階
建
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り、
事
務
室
・
会
議
室、
通
信
関
係、
水
燃
料
分
析
室
、
修
理
工

2

第
二
章
工

業

作
室、
そ
の
他
主
要
管
理
部
門

3
建
設
経
過

第
一
期
昭
和三
・三～
昭
和豆
・五

第二
期
ク
三四・四～

ク
�
・七

第
三
期

々
三五・六～

ク
三七・三

4
設
備
概
要

(1)運
炭
並
び
に
貯
炭
設
備

三
機三
缶
運
転
時
に
毎
時
消
費
さ
れ
る
石
炭
量
は
三、
〇
〇
〇
ト
ン
で
、
国
鉄
滝
川
駅
よ

り
約二
・
三
キ
ロ
メー
ト
ルの
専
用
側
線
利
用
の
貨
物
輸
送
と、
近
郊
炭
砿
よ
り
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
で
発
電
所
構
内
に
運
ば
れ
た
石
炭
は、
毎
時
四〇
〇
ト
ン
の
運
炭
能
力
を
も
つ
ベ
ル

ト
コン
ベ
ア
ー
で
本
館
内
バ
ン
カー
に
直
送
又
は
屋
内
・
屋
外
貯
炭
場
に
貯
炭
さ
れ
る
。

貯
炭
能
力
屋
内二
〇、
〇
〇
〇
ト
ン
屋
外
一
五
〇
、
〇
〇
〇
ト
ン

(2)油
タ
ン
ク

ボ
イ
ラ
ー
点
火
、
助
燃
用
と
し
て
軽
油
一
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル三
基、
重
油
一
〇
〇
キ
ロリ

ッ
ト
ル
タ
ン
ク三
基
、
九
二
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
タ
ン
ク二
基
を
設
備
し
て
い
る
。

(M)ボイ
ラ
ー
給
水
設
備

発 電 機

六〇
億
円
七万
五、〇

〇
〇

四
五
億
円
七
万
五
、
〇
〇
〇

四
二
億
円
七
万
五、
〇
〇
〇

kw kw kw

復
水
器
冷
却
用
の
石
狩
川
水
を
ポ
ン
プ
ア
ップ

し、
給
水
処
理
室
に
て
除
濁
ろ
過
し
た
水
を
七〇

○
ト
ン
タン
ク
に
貯
水
し
、
純
水
装
置
に
よ
っ
て

化
学
処
理
し
て
純
水
を
作
り、

一五
〇
ト
ン
純
水

タ
ン
ク三
基
に
貯
水
し、
ボ
イ
ラー
に
給
水
し
て

い
る
。

(4)復
水
器
冷
却
設
備

石
狩
川
左
岸
に
取
水
口
を
設
け、
約
七
五
〇
メ

ー
ト
ル
の
水
路
に
よ
り
構
内
循
環
水
ポ
ン
プ
室
に

導
入、
ポン
プ
ア
ッ
プし
て
タ
ー
ビ
ン
下
の
復
水

器
に
入
り
使
用
済
み
の
蒸
気
を
冷
却し
復
水と
し

て
い
る。
冷
却
を
終
え
た
水
は
約
六〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
放
水
路
に
よ
り、
再
び
石
狩
川
に
放
水
し
て

い
る。
所
要
水
量
は
最
大
時、

一時
間
三
二
、
○

○○
ト
ン
で
あ
る
。
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ま
た
冷
却
を
終
え
た
水
は
温
水
と
な
り
一
部
は
国
鉄
滝
川
駅
構
内
に
ポ
ン
プ
ア
ップ
し
て

導
き、
冬
期
間
の
融
雪
水
と
し
て
利
用
さ
れ、
全
国
的
に
そ
の
利
用
法
に
つ
い
て
ク
ロー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

会
社と
し
て
も
温
水
利
用
法
に
つ
い
て
継
続
研
究
し
、
稲
作、
鯉
の
養
殖
等
に
成
果
を
収

め
て
い
る
。

(6)灰
処
理
装
置

石
炭
の
燃
焼
に
よ
っ
て
発
生
す
る
灰
は
、
ボ
イ
ラ
ー
炉
底
に
た
ま
る
ク
リ
ン
カ
ー
と
ガ
ス

中
に
含
ま
れ
て
飛
散
す
る
フ
ラ
イ
ア
ッシ
ュに
大
別
さ
れ
る
。
ク
リ
ン
カ
ー
は
多
量
の
水
に

混
入
さ
せて
搬
出
し
灰
沈
澱
池で
沈
下
分
離し
て
い
る
。

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュは
煙
突
直
前
に
設
け
て
あ
る
マ
ル
チ
サ
イ
ク
ロン
、
パ
ラ
ク
ロ
ン
(機

械
式)

コ
ッ
トレ
ル
(電
気
式
)
の
集
塵
装
置
で
完
全
に
近
い
灰
を
捕
取し
、
六
五
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
サ
イ
ロ三
基
に
貯
灰
し
、
ク
リ
ン
カ
ー
と
と
も
に
所
定
の
灰
捨
地
へ処
理
し
て
い

る
。な
お、
こ
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
は
「グ
リ
ー
ン
ア
ッシ
ュ」
と
い
う
商
品
名
で
肥
料
と
し

て
土
壌
改
良
に、

「フ
ラ
イ
ア
ッシ
ュ」
と
い
う
商
品
名
で
セ
メン
ト
混
和
材
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
が、
こ
の
他
に
軽
量
建
築
物
など
の
利
用
法
に
つ
いて
鋭
意
研
究
中
で
あ

る
。

(6)煙
突

ボ
イ
ラ
ー
一
つ
に
一
本
の
煙
突
と
し
全
部
で
三
本
あ
る
。
高
さ
八
五
メ
ー
ト
ル、
上
端
内

径
四
・
五
メー
ト
ル、
鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
造
り
で、
上
端
部
及
び
中
央
部
に
航
空
障
害
灯

を
装
置
し、
滝
川
市
工
業
地区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
って
い
る
。

(1)中
央
制
御
装
置

発
電
所
本
館
主
要
機
械
の
運
転
は、
全
て
自
動
遠
方
制
御
方
式
で、
こ
れ
を
中
央
制
御
室

で
集
中
管
理し
、
最
少
の
人
員
で
運
転
操
作し
て
い
る。

(8)送
変
電
設
備

発
電
機
よ
り
の
発
生
電
力
は、
主
要
変
圧
器
三
基
(容
量
八
万
四
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト

ア
ン
ペ
ア)
で、
一八
七
キ
ロ
ボ
ル
ト
に
昇
圧
さ
れ
滝
川
幹
線
(二
回
線)
に
よ
り
奈
井
江

発
電
所
を
経
て
札
幌
方
面
へ、
旭
川
幹
線
(二
回
線)
に
よ
り
旭川
・
名
寄
方
面
に
送
電
さ

れ
て
い
る
。

一方、
連
絡
変
圧
器二
基
(容
量
八
四
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア)
に
よ
り
六
六

キ
ロ
ボ
ルト
に
降
圧
さ
れ
砂
川
線
(二
回
線)
に
よ
り
砂
川
方
面、
深
川
線
(二
回
線)
に

よ
り
深
川
・
留
萌
方
面
へそ
れ
ぞ
れ
送
電
さ
れ
て
い
る
。

(
環
境
保
全
設
備

滝
川
地区
へ
は
砂
川
線
よ
り
滝
川
変
電
所
を
経
て
滝
川
市
内
へ、
又
深
川
線
よ
り二
の
坂

変
電
所、
江
部
乙
変
電
所
を
経
て
滝
川
市
内、
江
部
乙
地
区
へ
そ
れ
ぞ
れ
配
電
さ
れ
て
い

る
。(1)大
気
関
係

・
煤
煙
=
ボ
イ
ラー
よ
り
出
る
フラ
イ
ア
ッ
シ
ュを
、
煙
突
直
前
に
設
け
た
マ
ル
チ
サ
イ

ク
ロ
ン
、
コ
ット
レ
ル、
パ
ラ
ク
ロ
ン
の三
集
塵
装
置
に
よ
り
完
全
に
近
い
灰
を
捕
取

し
て
い
る
。
パラ
ク
ロン
型
集
塵
装
置
は、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
四
十
八
年
に
か
け
増

設
し
た
。

・
窒
素
酸
化
物
=
ボ
イ
ラ
ー
よ
り
出
る
窒
素
酸
化
物
を
極
力
押
さ
え
る
た
め
、
昭
和
五
十

一
年
か
ら
五
十
二
年
に
か
け
ボ
イ
ラ
ー
バ
ー
ナ
ー
を
改
造
し
た
。

・
硫
黄
酸
化
物
=
受
入
燃
料
の
硫
黄
分
管
理
を
行
い、
煙
突
直
前
に
硫
黄
酸
化
物
濃
度
計

を
設
置
し
充
分
な
管
理
を
し
て
い
る
。

何
騒
音
関
係

本
館
は
密
閉
型
と
し
て
外
部
に
出
る
音
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
と
と
も
に、
屋
外

機
器、
特
に
変
圧
器、
高
圧
モ
ー
タ
ー
廻
り
に
は
鉄
骨
造
り、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
吸
音
板
は

め
込
式
遮
音
壁
を
設
置
し
、
ボ
イ
ラ
ー
安
全
弁
排
気
管
及
び
ブ
ロ
ー
タ
ン
ク
排
気
管
は

サ
イ
レ
ン
サー
を
取
付
け、
不
時
の
場
合
の
騒
音
に
備
え
て
い
る
。

(
水
量
関
係

構
内
よ
り
排
水
す
る
工
業
用
排
水
及
び
雨
水
等
は、
石
炭
沈
澱
池、
灰
沈
澱
池、
構

内
排
水
集
中
マ
ス
よ
り
一
ヵ
所
の
沈
澱
池
に
集
め、
ここ
で
さ
ら
に
ボ
イ
ラ
ー
よ
り
出

る
排
ガ
ス
を
利
用
し
て
田
制
御
し、
中
性
と
し
て
石
狩
川
に
放
水
し
て
い
る
。

(三)
振
動
関
係

本
館
及び
屋
外
機
器
は、
そ
の
基
礎
を
す
べ
て
地
中
深く
埋
め
込
ん
で
い
る
の
で、

発
電
所
境
界
線
上
で
は
ほ
と
ん
ど
零
で
あ
る
。

(10そ
の
他

環
境
保
全
の
た
め
の
構
内
緑
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
風
向
・
風
速
計、
大

気
圧
計、
百
葉
箱
な
ど
の
設
置
に
よ
る
気
象
観
測
を
行
っ
た
り
、
国
の
排
出
基

準
を
厳
守
し
、
さら
に
これ
を
下
回
っ
て
運
転
、
日
本
一
民
家
に
近
い
発
電
所

226



と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
と
と
も
に
歩
み
市
民
に
愛
さ
れ
る
発
電
所
造
り
を

目
指
し
努
力
し
て
い
る
。

な
お、
燃
焼
後
の
灰
を
発
電
所
構
内
東
南
側
に
積
み
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
高
さ

九
メ
ー
ト
ル、
面
積
一
五
万
平
方
メー
ト
ル
に
も
な
り
、
こ
の
活
用
と
し
て
昭

和
四
十
八
年
に
滝
川
市
へ
一二
万
六、
〇
〇
〇
平
方
メー
ト
ル
を
無
償
で
貸

与、
現
在
市
民
の
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
「
北
電
公
園
」
で、

一部
の

残
工
事
も
昭
和
五
十
四
年
度
中
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

冬
期
は
初
心
者
用
ス
キー
場
と
し
て
利
用
さ
れ、
ま
た
野
球
場
は二
面
完
成

し
て
い
る
が、
灰
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た
た
め
水
引
き
良
く
、
利
用
者
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
。

さ
ら
に、
公
園
の
周
囲
に
植
樹
が
進
め
ら
れ、
市
民
憩
い
の
場
と
し
て
喜
ば

れ
て
いる
公
園
と
な
っ
て
い
る。

第
二
章
工

業

北電火力発電所

歴
代
所
長

"

初
代
蔵
部
正
詮

〃 昭
和
言
・三

芸六・三・一四

四
代
浅
野
四
郎
ミ
四四・・111

三
代
丸
田

浩

五
代
新谷

一男

" "四六・八・八
四九・二・二〇

八
代
小
野
昌
信

1111

二
代
歌
原

昇

〃

昭和美:汽
11

九
八・

元四
・二
:1

四六・八・九
・二・一九四五

°

・
電
力
需
要
に
対
応、
滝
川
変
電
所
(大町)

は
東
町
に
移
設

滝
川
市
内
の
電
力
は、
滝
川
変
電
所
(大
町)
と
二
の
坂
変
電
所
(二
の
坂
町)

で
供
給
し
て
い
る
が、
市
中
心
部
を
供
給し
て
い
る
滝
川
変
電
所
の
容
量
が、

市
街
地
の
拡
大
に
よ
り
需
要
が
増
大
し
安
定
供
給
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
北
電
と
協
議
を
進
め
て
い
た
が
、
こ
の
程
北
電
の
計
画

が
ま
と
ま
り
滝
川
変
電
所
の
東
町(国
道三
十
八号
道路
添)へ
移
設
電
力
容
量
増

と
(九、

)キロ
ボ
ルト
アン
ペア
から二

万
キロ
ボルト

アン
ペ
ア)
そ
の
増
強
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り、
市
内
の
中
心
街
は
も
と
よ
り、
近
郊
の
住
宅
化
や
企
業
誘
致、

さ
ら
に
現
在
着
と々
進
め
ら
れ
て
いる
流
通
団
地
等
の
供
給が
可
能
と
な
り、

全
市
的
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

変
電
所
移
設
に
伴
う
工
事
と
し
て、
送
電
線
は
石
山
か
ら
東
町
に
通
っ
て
い

る
線
から
、
地
下
鉄
で
新
変
電
所
に
引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
従
前

か
ら
明
神
町
に
通
っ
て
い
た
鉄
柱
など
に
つ
い
て
は、
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

" 11
元元・八・10

1111

四二・二〇・三一
四四・二・三三

六
代
平
野
皓明

ミ

・八
・三
・八
・五�

七
代
鈴木

良二

九
代
黒
光
健
之

1111

五二・八・四

五四・現
在

五三・八・五

北電第二期工事
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第
八
編
産
業
・
経
済

ま
た、
配
電
線
の
増
強
工
事
と
し
て、
電
柱
等
を
国
道三
十
八
号
起
点
か
ら

新
変
電
所
ま
で
の
両
側、
国
道
十
二
号
北
洋
相
銀
か
ら
中
央
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
の
明
神
町
側
及
び
空
知
町
の
一
部
で
工
事
が
行
わ
れ
る
。

な
お、
工
事
は
四
月
中
旬
から
始
ま
り、
十
一
月
下
旬
に
完
成
す
る
予
定
で

工
事
作
業
の
た
め
一
部
地
域
で
、
停
電
等
に
よ
る
ご
迷
惑
を
か
け
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
協
力
を
願
い
た
い。

<
昭
五
三
・
四
・
一五
広
報
よ
り
>

滝川変電所

滝
川
ガ
ス
株
式
会
社

夜
空
に
高
く
燃
え
続
け、
そ
の
極
彩
色
の
炎
は
砂

漠
の
詩
で
あ
り
歌
で
あ
っ
た
石
油
ガ
ス
は、
冷
却
液
化
に
よ
り
L
・
P
・
G

(液
化
石
油
ガ
ス)
と
な
る
。
北
海
道
の
ブ
タ
ン
都
市
ガ
ス
化
第
一
号
を
め
ざ
し
、

歴
代
市
長
並
び
に
市
民
か
ら
「
残
さ
れ
た
都
市
の
条
件
は
あ
と
ガ
ス
だ
け
だ
」

と
の
強
い
要
望
も
湧
き
起
こ
り、
市
民
生
活
の
環
境
改
善
を
め
ざ
す、
ガ
ス
製

造
・
供
給
を
目
的
と
し
て、
昭
和
三
十
六
年
九
月
十
三
日
、
滝
川
市
本
町
二
二

初
代
神
部
俊
郎

番
地
に
設
立
さ
れ
た
公
益
事
業
会
社
で

あ
る
(工
場=
新町三

丁
目十
一
番)。

滝川 ガ ス

し
か
し
、
経
験
の
乏
し
さ
、
技
術
的

な
不
手
際、当

初
目
標
と
の
ず
れ、
ま
た

三
十
七
年
三
月、
計
器
室
の
火
災、
八

月
台
風
に
よ
る
工
場
床
下
浸
水
な
ど
で

供
給
停
止
が
あ
っ
た
り
、
思
う
よ
う
に

は
な
ら
ず
、
四
十
一
年
プ
ロ
パ
ン
兼
業

認
可、
四
十
六
年
簡
易
ガ
ス
事
業
認
可

を
受
け
な
が
ら
も
、
営
業
不
振
は
続
き

遂
に、
五
十
年
七
月
約二
億
五
千
万
円

の
負
債
を
か
か
え、
会
社
更
生
法
の
適
用
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
いて
更
生
計
画
案
認
可
決
定、
ガ
ス
料
金
値
上
げ
認
可、
増
資
等

に
よ
り、
需
要
の
拡
大
に
全
力
投
球、
役
員
も
ま
た
再
建
へ
の
熱
情
を
傾
注
、

市
民
も
「滝
川
か
ら
ガ
ス
の
火
を
消
す
な
」
と
意
欲
的
と
な
り、
経
営
の
基
盤

強
化
を
図
り
、
五
十
三
年
ま
で
に
赤
字
解
消、
五
十
四
年
か
ら
黒
字
経
営
を
目

指
し
て
いる
。
な
お、
昭
和
五
十
二
年
度
の
ガ
ス
供
給
状
況
は
、
契
約
戸
数

三
、
一四
六
、
消
費
量
は、
約
八
十
八
億
六
千
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー、
計
画
区
域

内
普
及
率
約三
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
同
社
は
か
ね
て
社
屋
が
老
朽

化
の
た
め
新
社
屋
の
建
設
を
進
めて
い
た
が、
新
町三
丁
目
の
旧
事
務
所
解
体

跡
地
に
五
十三
年
十二
月
に
落
成
を
み
た
。

歴
代
社
長

ヘ
四二・三・二七

昭
和芸
・九・三

二
代
中
島
正
雄
ク
五〇・七・一

昭
和
鬥
・三・三八

移転前の変電所
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三
代
猪
股
栄三

昭
和
五
・三・六

五
四現
在

第
八
節
工
場
誘
致

滝
川
市
に
お
い
て
は、
昭
和三
十三
年三
月
一日、

工
場
誘
致
条
例
を
決

定、
ま
た、
江
部乙
町
で
は、
三
十
九
年
四
月
三
十
日、
こ
れ
を
決
定
、
誘
致

に
本
格
的
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
が、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月、
政
府
は

大
都
市
に
お
け
る
過
度
集
中
に
よ
る
弊
害
の
廃
除
と
併
せ
て、
低
開
発
地
区
の

工
業
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
所
得
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
低
開

発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
を
制
定
し
、
こ
の
地
区
内
に
設
置
さ
れ
る
工
場
に
つ

い
て
の
税
制
上
そ
の
他
援
助
優
遇
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
滝
川
市
は、
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
一
日、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
開
発

地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
、
むこ
う
五
ヵ年
内
は
同
法
に
よ
る
援
助
優
遇
措
置
と

いう
後
押
し
の
も
と
に、
積
極
的
な
工
場
誘
致
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

工
場
適
地
と
し
て
は、
滝
川
市
北
滝
の
川
用
地
(黄
金町、

二
の
坂
町
・
北
滝
の

川)
一五
万
六
、
〇
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル、
黄
金
町
用
地
(北
滝の川、

泉
町)
一

五
八
万
六、
〇
八
八
平
方
メー
ト
ル、
泉
町
用
地
(泉町)

三
九
万
一、
四
〇

五
平
方
メ
ー
ト
ル、
江
部
乙
町
鉄
東
A
用
地
(江
部乙
町一
四
～
一
五
丁
目)
二
六

万
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
鉄
東
B
用
地
(一
五丁
目)
一三
万三
、
〇
〇

○
平
方
メ
ー
ト
ル、
鉄
西
用
地
(西一四～

西
一五丁)三

〇
万
平
方
メー
ト
ル
を

定
め
た
。

ま
た
、四
十
年
十
二
月
、産
業
公
害
防
止
施
設
に
対
す
る
中
小
企
業
金
融
公
庫

特
別
融
資
制
度
を
設
け、
産
業
公
害
防
止
の
運
用
の
適
正
化
を
期
す
る
た
め、

業

中
小
企
業
者
が
産
業
公
害
防
止
施
設
の
設
置
(汚
水
処
理施
設
及び
ば
い
煙
処
理
施
設

等)
の
設
置
す
る
場
合
の
助
成
策
が
、
札
幌
通
商
産
業
局
長
よ
り
通
達
さ
れ
、

公
害
防
止
の
重
要
性
と
積
極
的
防
止
策
が
あ
げ
ら
れ
る
。

泉
町
工
業
団
地
(幸
町三
丁
目)

中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
は
、

経
営
指
導
を
は
じ
め、
新
規
設
備の
導
入、
資
金
面
の
援
助
な
ど
の
対
策
と
と

も
に、
工
場
・
店
舗
の
集
中
充
実
を
は
か
る
方
策
を
と
る
よ
う
に
な
り、
各
地

に
工
業
団
地
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
滝
川
市
に
お
い
て
も
市
街
の
中
心
部
に

鉄
工
場
や
車
両
の
重
整
備
工
場
な
ど
が
散
在
し、
騒
音
や
火
災
の
心
配
を
か
か

え
て
お
り、
企
業
側
か
ら
は
量
産
体
制
の
確
立
を
は
か
る
設
備
拡
充
を
は
か
る

必
要
が
あ
っ
た。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
石
炭
産
業
の
合
理
化
に
よ
る
経
済
影
響
を
受
け

た
地
域
を
盛
り
た
て
て
いく
こ
と
を
目
的
と
す
る
産
炭
地
振
興
事
業
団
で
は、

滝
川
市
の
要
望
を
受
け
て
昭
和
四
十
一
年
度
に
泉
町
地
区
(現
幸町)

に
工
業
団

地
を
造
成
す
る
計
画
を
決
定
し
、
用
地
造
成
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

泉
町
工
業
団
地
は
市
街
中
心
地
か
ら
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
で
総
面
積

は
七
万
四
、
九
〇
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
し、
約
四
千
四
百
九
十
万
円
を
も

っ
て
四
十
一
年
八
月
に
造
成
工
事
を
完
了
さ
せ
た
。
用
地
実
使
用
面
積
は
五
万

九、
〇
七
五
平
方
メー
ト
ル
で
入
地
企
業
決
定
も
順
調
で
昭
和
四
十
二
年
度
中

に
鉄
工
一
一、木
工
五
、自
動
車
整
備
二
・塗
装二
、
板
金
一、
プ
ロ
パ
ン
一、

た
た
み
一、
精
米
一
の
八
業
種二
五
企
業
が
入
地
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十二
年
七
月
に
は
工
業
団
地
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ、
大
企
業
に
負

け
な
い
強
力
な
経
営
方
策
と
し
て
、
資
材
・
製
品
の
共
同
発
注、
加
工
・
製
品

の
輸
送
一
本
化
な
ど
の
体
制
を
か
た
め
る
方
針
を
た
て
操
業
に
入
った
。

第
二
章
工
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昭
和
四
十
四
年
度
中
に
は
入
地
予
定
企
業
が
す
べ
て
操
業
に
入
り
順
調
な
滑

り
だ
し
を
み
せ
今
日
に
至
った
が、
こ
の
企
業
の
中
に
は
用
地
確
保
が
狭
少
で

あ
っ
た
と
す
る
所
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

滝
川
中
央
工
業
団
地

地
場
産
業
の
育
成
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
新
し
い
企
業
の
誘
致
を
は
か
り、
産
業
を
振
興
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
第
二
次
産
業
は
産
業
所
得
構
成
で
も
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
低
い
た

め
、
こ
の
成
長
が
滝
川
市
発
展
を
左
右
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
四
年、
工
業
団
地
と
し
て
北
滝
の
川
一、
三
四
四
番
地
八
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
のう
ち
一七
万
五
、
四〇
二
平
方
メ
ー
ト
ル
を
造
成
す
る
こ
と
に
決
定

し、
四
十
七
年
度
に
完
成
を
み
た
の
が
滝
川
中
央
工
業
団
地
で
あ
る
。

こ
の
分
譲
条
件
と
し
て
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

()土
地の
み
の
転
売
を
禁
止
す
る
。
前
条
項
に
つ
いて
買
戻
し
特
約
事
項
を
移
転
登
記
に
設

定
す
る
。

3)企
業
に
よ
り
公
害
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は、
事
前
に
必
要
と
す
る
防
除
施
設
を

整
備
し
、
農
地
及
び
住
民
の
生
活
環
境
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ

と
。資
金
及
び
税
制
等
の
優
遇
措
置

(1)企
業
の
実
態
に
応
じ
、
土
地
取
得、
設
備
投
資
に
必
要
な
資
金
の
一部
に
つ
い
て
制
度
融

資
等
の
斡
旋、
指
導
を
す
る
。

2)設
備
投
資、
従
業
員
の
雇
用
が
一
定
の
条
件
を
満
す
場
合
は、
固
定
資
産
税
不
動
産
取
得

税、
事
業
税
の
減
免
や
助
成
金
交
付
の
措
置
が
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
も
と
に
昭
和
五
十
四
年
度
現
在、
化
学、
鉄
鋼、
建
設
業

を
中
心
に二
二
社
の
用
地
取
得
を
み
た
も
の
の、
経
済
不
況
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
、
繰
業
開
始
は
一
〇
社
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

中
空
知
流
通
団
地
(東町)

北
海
道
経
済
の
発
展
に
伴
う
物
流
対
策
の
重

要
性
に
鑑
み
、
北
海
道
開
発
公
社
と
し
て
は、
本
道
縦
貫
高
速
自
動
車
道
の
整

備
促
進
に
併
行
し
て、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
重
点
地
区
周
辺
の
秩
序
あ
る
土
地

の
利
用
と、
計
画
的
な
開
発
を
意
図
し、
滝
川
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ンジ
周
辺
の

東
町
地
区
に
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
団
地
を
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
取
得
し、
翌

五
十二
年
度
か
ら
は
中
空
知
流
通
団
地
と
し
て
造
成
工
事
を
取
進
め
て
い
る
。

流
通
団
地
は
滝
川
市
都
心
部
よ
り
東
方
約二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

あ
り
、
西
側
は
市
道
第
二
授
業
場
通
り
線、
北
側
は
市
道
一
丁
目
線
と
二
丁
目

線
の
中
間
線、
東
側
及
び
南
側
は、
国
道
三
十
八
号
線
に
囲
ま
れ、
将
来
は
北

7 人石 国
道
1
2号
べ

業
上
自
衛
球
用
地

三2.6
ス出 島

月

P

東

畜產

四西■

西

・

△72.6。

地

の

道! .東

。

西滝川 西
・

.F-- 北育
を 滝の川資處

先上自衛子 :24

根川南 この

銀!!

化セン
図書館=

120.

中空知流通団地

1天

230

27.94 地団道比3km 滝の川東滝川停車場線

坂 町の 1

田

A148.0

北
海
道
縱
貫
自
動
車
道

蛸の首

Fr::5km

(1)契
約
の
日
よ
り
満三
カ
年
以
内
に
建
設
す
る
こ
と
。

8



海
道
縦
貫
高
速
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
が
団
地
東
側
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
地
点
に
設
置
さ
れ、
ま
た
西
側
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
団
地
と
併
行
し
て、

国
道
十
二
号
線
バ
イ
パ
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
流
通
団
地
と
し
て
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
る
。
す
で
に
企
業
の
進
出
も
あ
り
営
業
を
行
っ
て
お
り、
近
い

将
来
に
お
い
て
物
資
需
給
流
通
の
中
心
地
と
し
て
活
況
を
み
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
管
株
式
会
社
滝
川
工
場

滝
川
工
場
の
前
身
は、
昭
和
三
十

五
年、
砂
川
市
の
石
狩
川
川
辺
に、
国
営
及
び
道
営
の
灌
漑
用
水
路
に
使
う
佐

々
木
式
ブ
ロ
ッ
ク
受
注
消
化
の
た
め
砂
川
作
業
所
を
設
け、
製
造
を
開
始
し
た

の
が
進
出
の
第
一
歩
で
あ
る
。

し
かし
、
同
作
業
所
は
河
川
敷
地
で
あ
っ
た
た
め
製
造
を
始
め
た
二
年
と
も

洪
水
に
よ
り
水
没
流
失
等
の
事
故
が
起
き
た
の
で、
こ
れ
を
契
機
と
し
砂
川
作

業
所
は
中
村
コン
ク
リー
ト
に引
継
ぎ、
昭
和

三
十
七
年
滝
川
市
の
誘
致
工
場
と
し
て
、
現
在

地
に
工
場
用
地
を
求
め、
引
き
続
き
ブ
ロ
ッ
ク

製
造
を
実
施、
昭
和
三
十
九
年
ヒ
ュー
ム
管
製

造
設
備
も
新
設
、
操
業
を
開
始
し
た
。

滝
川
工
場
誕
生
の
地
は、
戦
時
中
の
人
石
跡

地
で
朝
鮮
事
変
当
時、
極
端
な
鉄
不
足
等
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
鉄
摘
出
の
た
め
、
は
っ

ぱ
を
か
け
た
と
の
こ
と
で、
当
時
い
た
る
と
こ

ろ
穴
ぼ
こ
だ
ら
け
、
こ
れ
を
地
な
ら
し
し
て
埋

め
た
関
係
で
ト
ラ
ッ
ク
が
構
内
で
た
び
た
び
足

を
と
ら
れ、
隣
の
自
衛
隊
ブ
ル
トー
ザ
の
応
援
を
受
け
引
き
出
し
て
も
ら
っ
た

逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

ヒ
ュー
ム
管
製
造
設
備
は、
そ
の
後
の
需
要
拡
大
に
伴
い、
順
次
改
造
新
増

設
を
実
施、
今
で
は
月
産
六
、
〇
〇
〇
ト
ン
と
な
っ
た
。

所
在
地
滝
川
市
泉
町
一三
五
番
地、
土
地
七
一、
三〇
〇
平
方
メー
ト
ル

建
物
六、
八
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
従
業
員
五
六
名。
一
五、
五
一七
ト
ン

一
三、
五
八
六
ト
ン

生
産
量
昭
48
二
七、
三九
六
トン

昭
49

昭
52
二三
、
一三
四
ト
ン

昭
50
一八、

六
五二
トン

昭
51
昭
53
二
九、
四
一
六
ト
ン

歴
代
工
場
長

初
代
高
梨
栄
太
郎

ク
四・
三

昭
和
三
・四

昭
和
四
・四
四五・七

二
代
中島

四
代
柴
山
焯
彦

ヘ
五〇・三

昭
和
盟
・八

少
四五・三

昭
和
四
・四

昭
和
三
・五

五四現
在

滝
川
市
が
誘
致
運
動
を
進
め
て
き
た
紳
士
服
の
メー
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
大
丸
(本
社名
古
屋
市)
は
、

ブ
レ
ザ
ー
、
コー
ト、
礼
服
な

ど
主
と
し
て
紳
士
服
類
を
生
産

し、
全
国
各
地の
有
名
店
に
販

路
を
も
っ
て
い
る
会
社
で、
昭

和
四
十
八
年
資
本
金三
、
〇
〇

〇
万
円
を
も
っ
て、
滝
川
駅
か

ら
約
一
キ
ロ
メー
ト
ルの
近
距

離
に
あ
る、
花
月
町
の
民
有
地

第
二
章
工

日本ヒューム管株式会社滝川工場業

キユミの服士紳

小牧大丸(㈱)滝川工場

三
代
八
島
信
雄

"

昭和五・
少

五
・四

五
代
鈴木

博

小
牧
大
丸
株
式
会
社
滝
川
工
場

六
代
萩
原

忠

冠二
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五
、
〇
〇
〇
平
方
メー
ト
ル
を
買
収
し
工
場
を
建
設
、
現
在
年
商
四
億
五
、

〇
〇
万
円、
年
生
産
数
八
万
着
で
あ
る
。

主
な
沿
革

昭
和
三
十
二
年、
名
古
屋
市
北
区
に
紳
士
服
縫
製工
場
建
設
。

昭
和三
十
五
年、
法
人
組
織
に
し
名
称
をミ
ユキ
洋
服
株
式
会
社と
す
る
。

昭
和
四
十
三
年、
名
称
を
小
牧
大
丸
株
式
会
社
に
変
更
。

昭
和四
十
九
年、
北
海
道滝
川
市
に
滝川
工
場
建
設。

昭
和
五
十
四
年、
滝
川
工
場
増
設
と
販
売
部
門
「紳
士
服
の
ミ
ュ
キ
」
店
舗
オ
ー
プ
ン
。

取
締
役
社
長
平
林
節
夫、
滝
川
工
場
長
柘
植
和
清
。

一三
〇
名
(本
店
五
名、
小
牧工
場
五
五
名
滝
川
工
場
七〇
名)

業
務内
容

従
業
員
数
紳
士
既
製
服縫
製
加工、

販
売

丸
井
ニ
ット
株
式
会
社
滝
川
工
場

第
二
次
産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
誘

致
し
た
丸
井
ニ
ッ
ト
(本社大

阪市、
丸
井元二

郎
社長)

は、
江
部
乙
町
一八
四
七

番
地
(旧北
辰
中屋
体
跡)
に、
滝
川
工
場
(岩田
義
明工
場長)

を
設
置
、
昭
和
五

十
年
四
月二
十
一
日、
操
業
を
開
始、
婦
人
用
ニ
ッ
ト
ウ
ェ
ア、
ニ
ッ
ト
肌

着
、
紳
士
用
スポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
を
製
作。
原
料
布
は
本
社
か
ら
直
送
さ
れ
工
場

で
裁
断、
縫
製、
仕
上
げ、
梱
包、
出
荷
す
る
工
程
で、
本
社
が
受
注
し
た
も

の
を
製
作、
本
社
に
直
送
し
て
いる
。
ま
た、
原
料
搬
入、
製
品
搬
出
と
も
に

直
通
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用、
時
期
を
失
し
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

北
興
化
学
工
業
株
式
会
社

“北
興
化
学
、
十
日
か
ら
操
業
開
始
〟

滝
川
市
に
進
出、
市
内
北
滝
の
川
で
工
場
建
設
に
当
た
っ
て
い
た
農
薬
メ
ー

カ
ー
、
北
興
化
学
工
業
北
海
道
工
場
(本
社東
京、
西
村
進
社
長、
資
本
金
五
億
四、
○

〇〇
万
円)
が
完
成、
い
よ
い
よ
十
日
か
ら
テ
ス
ト
操
業、
中
旬
す
ぎ
から
営
業

操
業
に
入
る
。
同
社
は
農
薬
メ
ー
カ
ー
と
し
て
全
国
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
企

業
で、
滝
川
市
に
と
っ
て
も
本
格
派
企
業
誘
致
の
第
一
号、
操
業
開
始
に
市
内

関
係
者
も
大
喜
び
だ
。

同
社
は
今
ま
で
留
辺
蘂
町
に
北
海
道
工
場
を
持
っ
て
い
た
が、
同
工
場
を
閉

鎖
、
滝
川
市
に
新
工
場
を
設
置
し
た
も
の。
工
場
用
地
は
約
五
万
三
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
取
得、
第
一
期
工
事
と
し
て二
億
円
を
投
入
、
鉄
骨
の
工
場
一

棟、
一、
一
一二
平
方
メー
ト
ル、
倉
庫二
棟、
合
わ
せ
て
一、
六
六
〇
平
方

メ
ー
ト
ル、
管
理
棟、
七
一
六
平
方
メー
ト
ル、
こ
の
ほ
か
原
料
タ
ン
ク
一基

(一〇
〇
ト
ン)
試
験
室
の
付
帯
設
備
な
ど
を
建
設
し
た
。

工
場
は
オ
ー
ト
メ
化
を
大
幅
に
取
り
入
れ、
イ
モ
チ、
二
化
メ
イ
虫
防
除
用

の
「
粉
剤」、

殺
菌、
殺
虫、
除
草
用
の
「
水
和
剤
」
土
壌
殺
害、
除
草
用
の

「粒
剤」
の三
種
を
製
造
す
る
が、
当
面
は
原
料
を
同
社
の
岡
山
工
場
な
ど
か

ら
輸
送、
調
合、
配
合
な
ど
の
製
品
化
を
行
い、
と
り
あ
え
ず
四
十
五
年
の
生

産
目
標
は
粉
剤
五
、
三〇
〇
ト
ン、
水
和
剤
五
五〇
ト
ン、
粒
剤
一
、
〇
〇〇

ト
ン
で
、
四
十
九
年
ま
で
に三
種
目
合
計
一
万
ト
ン
に
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
ま
た
進
出
に
当
た
り
、
付
近
農
民
を
心
配
さ
せ
た
公
害
問
題
に
つ
い

て
は、
薬
剤
の
飛
散
を
防
ぐ
集
塵
装
置、
排
水
に
つ
い
て
は、
ろ
過
漕
の
他
、

科
学
処
理、
臭
気
に
つ
いて
も
脱
臭
装
置
を
設
け
る
な
ど
、
生
産
工
程
に
合
わ

せ、
同
社
の
モ
デ
ル工
場
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
諸
施
設
を
整
え、
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

<
昭
和
四
四
・
一二
・
一〇
北
海
タイ
ム
ス
>

こ
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
設
立
以
来
、
今
一〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
、
良

質
農
薬
の
製
造
販
売
を
通
し
て、
農
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
、
農
業
用
薬

品
、
工
業
用
薬
品
、
医
薬
品
及
び
動
物
用
薬
品
の
製
造
販
売
並
び
に
輸
出
入
に

全
力
を
傾
け
、
カ
ス
ラ
ブ
サ
イ
ド
剤
・
カ
ス
ラ
ブ
サ
イ
ド
ゾ
ル
(殺
菌
剤)
ベ
ン
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レ
ー
トT
水
和
剤
(種子
消毒剤)

オ
ル
トラ
ン
剤
(殺
虫剤)

を
発
売
し
て
い

る
。
北
海
道
工
場
=
男
四
〇
名
、
女
二
〇
名
。

歴
代
工
場
長

初
代
佐
竹
三
雄

進
1111

三
代
武
市

・
お
し
か
っ
た
米
菓
工
場
の
進
出

〃昭
和

五五〇 只会

二代
太
田

四
代
下
井
俊二

1111

〇

〃昭
和

五受

五一吾現
在

全
国
米
菓
企
業
の
ト
ップ
ク
ラ
ス
に
数
え
ら
れ
る
モミ
の
木
米
菓
株
式
会
社

(本
社
山
形
県)
は、
昭
和三
十
八
年
十
一
月、
米
産
県
に工
場
を
建
設
、
三
十

九
年
に
は、
大
量
生
産
方
式
を
と
る
と
と
も
に、
そ
の
後、
岩
手
県
に
も
工
場

進
出、
年
間
五
〇
億
円
を
超
え
る
販
路
実
績
を
あ
げ
て
い
る
工
場
で、
昭
和
四

十
八
年、
企
業
誘
致
に
よ
り
北
海
道
工
場

を
、
当
市
北
滝
の
川
に
建
設
予
定、
国
道

沿
い
に
約
四
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
確
保、
明
年
融
雪
を
ま
っ
て
工
場
建

設
、
秋
に
は
操
業
開
始
の
朗
報
が
あ
っ
た

‘が、
オ
イ
ルシ

ョ
ッ
ク
そ
の
他
諸
種
の
条

件
か
ら
中
止
と
な
っ
た
こ
と
は、
ま
こ
と

に
残
念
な
こと
で
あ
っ
た
。

北興化学工業株式会社

道
に
乗
っ
て
き
た
時、
モー
ド
履
(ヘ
ップ
サン
ダ
ル)
の
計
画
生
産
も
加
え
て
い

こ
う
と
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
十
八
日
に
会
社
設
立、
同
年
七
月
一
日
創
業
し

た
。
初
代
代
表
取
締
役
今
田
正
士

新
生
興
産
株
式
会
社
滝
川
工
場

な
お、
そ
の
後
順
調
な
歩
み
を
示
し
て
き
た
が、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の

影
響
に
よ
り、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
製
造
を
中
止、仕

入
れ
販
売
を
し
て
い
る
。

江
部
乙
町
九
丁
目
に、
各
種
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
、
土
建
用
資
材
の
製
造、
販
売
、
新
生
噛
合
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
製
造
を
目
的
と
し、
昭
和
四
十
一
年
六
月
十
五
日
よ
り
操
業
を
開
始
す

る
。

注
北
海
道
農
材
工
業
株
式
会
社
滝
川
工
場
に
つ
い
て
は
農
業
の
章
に
記
述
し
て
あ
る
。

北海道スリッパ工業株式会社

北海道スリッパ工業(株)

滝
川
工
業
概
況
(昭
和
五
十三
年
度)

新生興産(株)滝川工場
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・
江
部
乙
町
の
工
場
誘
致

北
海
道
ス
リ
ッパ
工
業
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会
社

道

内
唯
一
の
ス
リ
ッパ
工
場
と
し
て
誘
致
し

た
も
の
で、
ス
リ
ッパ
・
袋
物
の
製
造
及

び
販
売
を
目
的
に
ス
ター
ト、

さ
ら
に
軌

孝
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毎
年、
十二
月三
十
一
日
現
在
に
よ
る、
工
業
統
計
調
査
な
ど
を
参
照
し
、

そ
の
概
況
を
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

事
業
所
数
は
一
〇
二
、
従
業
者
数
一、
二
五
〇
人
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
は

一八
六
億
四
七
八
万
円
で
あ
る
。

製
造
品
出
荷
額
等
の
主
要
産
業
構
成
は、
食
料
品
次
い
で
化
学
工
業
製
品
、

窯
業、
土
石
製
品、

一般
機
械
器
具、
金
属
製
品
な
ど
で、
こ
の
五
産
業
で
総

額
の
八
七
パ
ー
セン
ト
弱
を
占
め、
一
事
業
所
当
た
り
の
平
均
従
業
員
数
一

二
・
三
人、
平
均
製
造
品
出
荷
額
等、
一億
八、
二
四
〇
万
円、
従
業
員
一
人

当
り
の
平
均
製
造
品
出
荷
額
等
は
一
、
四
八
八
万
円
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

前
年
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
。

1
事
業
所
数

(1)減
少
し
た
産
業
は
食
料
品、
木
材、
木
製
品
な
ど
五
産
業
七
事
業
所、
増
加
し
た
産
業

は
そ
の
他
の
製
造
品
、
窯
業、
土
石
製
品
な
ど
五
産
業
六
事
業
所
と
な
る
。

2)産
業
別
構
成
比
は
食
料
品二
三
・
五
パ
ー
セン
ト(二

四
事
業
所)、

次
い
で
金
属
製
品

二〇
・
六
パ
ー
セン
ト
(二
一
事
業
所
)、
家
具
・
装
備
品
一
一
・七
パ
ー
セ
ン
ト
(一

二
事
業
所
)
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
製
品
一
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
(一
一事
業
所)
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
る。

3)従
業
者
規
模
別
構
成
比
で
は、
九
人
以
下
の
事
業
所
が
六
四・
七
パ
ー
セン
ト、

一〇
～
二
九
人
の
事
業
所
が二
六・
五
パ
ー
セン
ト、
し
た
が
っ
て
二
九
人
以
下
の
事
業
所

は
九
一
・二
パ
ー
セ
ント
を
占
め
て
い
る
。

2
従
業
者
数

(4)産
業
別
に
みる
と
増
加し
た
産
業
は
窯
業
・
土
石
製
品、
金
属
製
品、
衣
服・
そ
の
他

繊
維
製
品
な
ど
七
産
業
九
・
八
人、
一方
減
少
し
た
産
業
は
木
材
・
木
製
品、
家
具
装

備
品
な
ど
八
産
業
九
七
人
と
な
っ
た
。

(2)産
業
別
構
成
比
で
み
る
と
、
金
属
製
品
一
八・
四
パ
ー
セン
ト
(二
三
〇
人
)
窯
業
・

土
石
製
品
一
六
・
五
パ
ー
セン
ト
(二
〇
六
人
)
食
料
品
一
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
(
一

五
七
人
)
一般
機
具
X
パー
セン
ト
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

事業所、従業者数、製造品出荷額等の推移 (金額単位 万円)

47 年 48 年

•

49 年 50 年 51 年 52 年 53 年

事 業 所 数 102

95 94 102 103 103 102

前年比(%) 107.4 93.1 98.9 108.5 101.0 100.0 99.0
47=100% 100.0 93.1 92.2 100.0 101.0 101.0 100.0

従 業 者 数 1,661 1,698 1,477 1,372 1,400 1,249 1,250

前年比(%) 106.1 102.2 87.2 92.9 102.0 89.2 100.1

47=100% 100.0 102.2 88.9 82.6 84.3 75.2 75.3

製造品出荷額等 894,397 1,094,520 1,232,942 1,479,317 1,607,183 1,672,6551,860,478

前年度(%) 114.2 122.4 112.6 120.0 108.6 104.1 111.2

47=100% 100.0 122.4 137.9 165.4 179.7 187.0 208.0

(3)従
業
者
規
模
別
構
成
比
を
見

る
と
一
〇
～
二
九
人
の
規
模

が
三
五
・
七
パ
ー
セン
ト、

次
い
で
五
〇
～
九
九
人
が、

二
七・
三
パ
ー
セン
ト、
九

人以
下が
二
四・
一パ
ー
セ

ント
と
な
っ
て
お
り、
二
九

人
以
下
の
規
模
が
五
九
・
八

パー
セン
ト
を
示
め
し
て
い

る
。

3
製
造
品
出
荷
額
等

(1)産
業
別
に
見
る
と
、
増
加
し

た
の
は、
窯
業
・
土
石
製

品
、
金
属
製
品、
衣
服
・
そ

の
他
の
繊
維
製
品
等
一
〇
産

業
で二
九
億
三
〇
三
万
円

増、
減少し

た
の
は
食
料

品
、
木
材
・
木
製
品
な
ど
五

産
業
八
億
二、
四
八
〇
万
円

減
と
な
っ
て
い
る
。

2)産
業
別
構
成
比
を
み
る
と
、

食
料
品
二
七
・
七
パー
セ
ン

ト ト
(五
一
億
四、
六二
三
万

円)
次
は、
化
学工
業
製
品

X
パ
ー
セン
ト、
窯
業
・
土

石
製
品
一
七
・
九
パ
ー
セン

ト
(三
三
億三
、
二二
二
万

円
)
一般
機
械
器
具
X
パ
ー

セ
ン
ト
の
順
と
な
る
。

4
一
事
業
所
当
た
り
及
び
従
業

者
一人
当
た
り
の
状
況
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産業別製造品出荷額等の構成 産業別事業所数の構成
% 0

20 40 60

80

100%O
L

20 40 60 80 100

第
二
章
工

52年 $32.9 2.1.9.8 45.2

53年 27.7 17.9$10.4 44.0

食
料 窯 金

そ
の
他

食
料

金
属 具 版

業 服

そ
の
他

産業別従業者数の 構成
%O

L

20 40 6 80 100

52年 217.4 :12.68 2.8$810.2%$8.13 38.9

53年 18.4 :16.5812.6810.58ミ7.9月 34.1

金 窯

食
料
品

衣 出

属

窯

業 服 版

()一
事業
当
たりの

従業
者数
は一二

・
三人、

産
業
別
に
み
る
と
増
加
し
た
の
は、
窯
業
・
土
石
製

品
の
三
・
〇
人
の
ほ
か、
パ
ルプ
・
紙
・
紙
加
工

品
、
化
学
工
業
製
品
な
ど
で、
減
少
し
た
の
は
木

材
・
木
製
品
の
二
・
七
人
の
ほ
か
繊
維
工
業
製

品
、
鉄
鋼
製
品
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

()一
事
業
所
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
な
ど
は
一
億

八、
二
四
〇
万
円
で、増

加し
た
の
は
、窯
業
・
土

石
製
造
の
一億
七
三
五
万
円
の
ほ
か、
化
学
工
業

製
品、

一般
機
械
器
具
な
ど
で
、
減
少
し
た
の
は

鉄
鋼
製品、

繊
維
工
業
製品
などと

な
っ
て
い

る
。

(3)従
業
員
一人
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
等
は
一、

四
八
八
円
で、
産
業
別
に
み
る
と
、
増
加
し
た
の

は
窯
業
・
土
石
製
品
の三
三
一
万
円、
木
材・
木

製
品三
〇
五
万
円
の
ほ
か、
化
学
工
業
製
品、
一

般
機
械
製
品、
繊
維
工
業
製
品
な
ど
で、
一方
減
少
し
た
の
は、
食
料
品
の
一六〇

万
円
の
ほ
か、
精
密
機
械
器
具、
ゴ
ム
製
品
な
ど
と
な
って
い
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
と
具
体
的
に
分
類
し
て
み
る
と
、
従
業
員
三
〇
名
以
上
の
事

業
所
は
九
ヵ
所、
三
〇
名
以
上
で
み
る
と
一
八
事
業
所
で
あ
り、
金
属
製
品

五、
窯
業
・
土
木
製
品
四、
そ
の
他
製
品
四、

一般
機
械
器
具
二
、
出
版
印
刷

・
木
材
木
製
品
・
化
学
工
業
各
一
で
あ
る
。

な
お、
全
事
業
所
で
は
建
設
用
金
属
製
品
・
建
具
が
そ
れ
ぞ
れ
一〇
、
印
刷

物
・
生
菓
子
・
豆
腐
あ
げ
・
コン
ク
リー
ト
製
品
各
六、
製
か
ん
板
金
・
そ
の

他
金
物
類
が
各
四、
帆
布
製
品
・
め
ん
類
・
分
類
さ
れ
な
い
食
料
品
各三
、
家

具
・
男
子
服
・
畳
・
印
刷
物・
精
米
・
生
コ
ン・
新
聞
が
各二
と
な
り
、
そ
の

他
は
比
較
的
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一で
あ
る
。

..
....

...

.
....

25.3 21.4 11.79

9. 8.7:5.8 17.4

23.5 20.6 11.7810.8 9.835.9 ≡17.7

家 出 窯 衣業 属業

そ
の
他
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。 ○年
別
産
業
別
工
場
数
従
業
員
数

年
度
昭

度
昭
30

3
4

35
36

3
7

38
39

40
41

46
47

48
49

50
51

52
産

業
76

81
86

8
6

90
87

79
82

88
95

102
9
5

94
102

103
103

総
数

801|
1,057

39
3
7

4
0

3
9

33
33

37
30

32
29

25
26

26
26

食
料
品
製
造
業

234
233

243
251

311
352

218
220

256
205

224
213

153
159

158
160

繊
維
工
業

42
44

33
45

45
46

47
4
8

12
10

2

3

4

87
101

1
3
2

127
衣
服
・
そ
の
他
繊
維
製
品

11
1
2

13
13

13
10

1
1

10
10

10
11

9

8

8

7

6

木
材
・
木
製
品
製
造
業

214
371

366
430

416
154

374
390

413
414

439
485

375
210

186
7
3

3

1

1-

3

4

17

5

7

5

5

5

9

1
0

9
10

12
12

1
2

家
具
・
装
備
品
製
造
業

22
20

17
37

31
29

33
53

56
52

51
57

66
72

3

2

3

3

3

3

3

3

4

3

1

1

1

1

1

1-
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業

8

6

9

8

9

17
1
6

1
6

1
8

1
3

9

8

8

9

9

10
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業

43
69

72
75

7
6

81
71

80
103

117
111

9
5

91
96

99
101

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

3

3

1

1

1

化
学
工
業
製
品
製
造
業

12

3

3

3

3

4

4

5

5

8

8

9

9

9

9

9

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

47
3
0

48
66

114
136

159
201

272
2
8
0

300
171

156
155

158

鉄
鋼
業
製
品
製
造
業

8

6

5

6

7

5

5

8

8

11
14

13
16

19
22

2
2

金
属
製
品
製
造
業

5
8

4
4

65
9
4

9
5

43
52

130
258

175
280

1
8
8

195
219

262
217

機
械
製
造
業

122
169

194
230

251
244

116
44

62

2

3

3

3

3

2

2

運
送
用
機
械
器
具
製
造
業

-

-

1

||

=

1
160

1

1

1

1

1

精
密
機
械
器
具
製
品

2

3

3

3

2

2

2

3

3

3

4

3

12
212

2

2

そ
の
他
の
製
品
製
造
業

2
6

3
1

2
7

2
0

7

8

19
23

1
2

1
5

2
5

3

3

3

3

3

3

3

2

2

4

3

2

1

3

3

3

5

6

6

3
7

6
4

105
1

-
22

2
2

7
2

91

1-1

1

1

1

1-

1

1

ゴ
ム
製
品
製
造
業

12

1

1

1

1

1

1

1

1

11

1

1

1

3

10
1
3

-
1

-

3

3

3

3

3

4

3

2

3

1

1

172
-

199
199

198
-

※
上
段
数
字
は
工
場
数、
下
段
数
字
は
従
業
員
数

236

32
3
8
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。○産業分類別事業所数・従業者数及び製造品出荷額の推移
各年12月31日現在 単位=所・人・万円

昭 和 41 年 昭 和 45 年区 分

事業所数 従業者数 製造品出荷額 事業所数 従業者数 製造品出荷額

旧 滝 川 市

88 1,450 400,879

83 1,533 754,052

総 数 旧江部乙町
総

数 95 1,487 406,566

91 1,578 769,846

旧 滝 川 市

37 256 156,771
32 232 286,530

業 食料品製造業 旧江部乙町
総 数

38 X X 33 X X

繊 維 工 業
旧 滝 川 市
旧江部乙町
総 数

3 48 2,460

3 12 1,990

木 材、木 製 品
製 造 業

旧 滝 川 市
旧江部乙町

10 413 98,802 7 415 135,9351 X X 2 6

168
総 数

11 414 X 9 421 136,103

家 具、装 備 品
製 造 業

旧 滝 川 市
旧江部乙町

2 26 884

1 X X

総 数 7 59 4,301

8 X X

パルプ、 紙加工
品 製 造 業

旧 滝 川 市
旧江部乙町
総 数

4 18 1,723

3 12 1,304

出版、印刷、関
連製品製造業

旧 滝 川 市
旧江部乙町
総 数

8 96 6,689 9 103 13,615

化学工業製品
製 造 業

旧 滝 川 市
旧江部乙町

1 X X 2 78 83,247

総 数

1 X X 2 78 83,247

石油、石炭製品
製 造 業

旧 滝 川 市
旧江部乙町
総 数

1 X X

窯業、土石製品
製 造 業

旧 滝 川 市

総
旧江部乙町

数
1 X X 1 X X

鉄鋼製品製造業
旧 滝 川 市

総
旧江部乙町

数

1 X X 1 X

X

金属製品製造業
旧 滝 川 市
旧江部乙町
総 数

7 115 19,606 8 138 37,828
7 115 19,606 8 138 37,828

一般機 械器具
製

旧 滝 川 市
旧江部乙町
総 数 4 205 51,980

2 X X

その 他 の製 品
製 造 業

旧 滝 川 市
旧江部乙町

1 X X 2 24 2,786
総 数

4 25 X 5 50 6,149

5 33 3,417

7 40 7,717

4 18 1,723

3 12 1,304
8 96 6,689 9 103 13,615

2 5

206

51,943
4,301
56,244

5 236 93,1362 6

10,175
7 242 103,311

4 205 51,980

2 X X

3 23 1,383

3 26 3,363

7 37 5,687

8 45 15,794

1 X X 1 X X

3 48 2,460

3 12 1,990

1 X X

5 201

造 業

資料:工業統計調査
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単位=人、万円

産産 業(中 分 類) 出工場数 従業者数 製 造
荷額

品
等 工場数 従業者数 製 造 品

総
料

数
品
業

103 1,249 1,672,655 103 1,249 1,672,655食
繊

工維 H

2 X X 2 X X

衣服・その他の繊維製品

4 87 31,584 6 127 54,450
木 材・木 製 品

品 8

375 168,734

6 73 94,148
家 具・装 備 品

品 10 51 20,879

12 72 32,866
パル プ・紙・紙加工品

1 X X

一 一
出 版 ・印 刷

8 91 26,834
10 101 36,300

化 学 H 業 3 105 237,976

1 X X

"H

ム 製 品

1 X X 1 X X

窯 業・土 石 製 品 9 171 178,504 9 158 203,279
鉄 鋼 製

品 1 X X 3 46 18,912
金 属 製 品

16 195 100,733

22 217 163,978
一 般 機 械 器 具 製 品 3 199 164,774 2 X X

精 密機 械 器 具 製 品

1 X X 1 X X

そ の 他 の 製 品

2 X X 2 X X

注 各年12月31日現在 (資料:工業統計調査)
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昭 和

49 年 昭 和和

52 年

出 荷 額 等

25 153 287,745

26 160 550,157
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